
運動学習における自発的練習方略の持つ意味
　　　　一線習スケジュールの霞点からの分析一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謙遜番号：瀞礁総鯵

轍瞬度～轍董癬度科学磯費顯金（基盤磯。の
　　　　　　　　　　麟究成果報告書

顯灘醐灘糊翻1

でダぞタ　タきぎア

■一欝麓議＿、■

平成欝年3擁

麟究代表者　工藤孝幾

　　　　　　《纏島大学教育学鶴教授〉



馨　次

第i章醗究鐸的…一…一一＿専＿“一一＿一…都＿＿＿堅＿＿＿壷“＿＿＿＿＿．＿甑＿モ2

至幸醗究の背景一…一…電一一嘩4一帯…一…一…一曲島一一也雌…＿＿一曲＿“＿“＿＿＿蒔＿＿＿2

翌i聴講突の欝的鼎…一……曲噂喚郵毎＿　嘩一蝉昨一　…聖一＿一＿＿＿＿齢＿餌＿＿叢畢｝塾韻睡艦専．島＿高台垂蝉吟瑠岬蓼酢幅単品尋

欝曲醗究の全鉢計藤楳一一…一華鰯一一一一屯…・…崖……一…一一＿一“轟＿＿＿＿砺＿＿琳畔＿中中＿5

欝帖弓礪文献…曲……………専一一一………窺煙………一一…＿畜暗＿＿＿＿＿＿麟＿＿＿噂

第2章　K嚢秘灘方略に関する実験的横討一………一“魯一一…　一＿＿・．一＿篭＿…＿＿窪

亙牒§的と擾説一………一一詰…‘一‘一………一常…砂一一”“…一融融……””一”……韻…”‘壌

簸．方法些一心一一一……一も…………一…一豊撃一串…………一一昧奉…＿＿一＿＿輕＿＿＿．＿驚

i｝被験者一…齢…一釦一一価一一一一一影…些一一…＿台一婦＿争＿…　＿＿＿＿晧嘩一＿…縫

2廓学習課題一……一一一一地畔一…一…………尋‘一一一一一…一旬章………一……畢…一曲鷲

3畠手続きと実験条件一一………一岳駈一一一単………㊤串雌…一一一一一…畠………一一…一墨壷

《董〉全体の手続き“串“……“……也蔀晦　一…一…一…　魯酷“一事一昨“一…一一覇些一一一岳………一能一至璽

《難実験条件…一一＿＿＿＿寧啓＿＿。＿＿＿唯＿＿＿＿＿＿＿馬追＿＿融＿＿＿＿＿‘＿＿地＿登

（3｝i試行の手続き畠…一……一……岨………………一弗一塾一一一……面一聾一………一一一専雫・捻

姦げ敏存変数醤…一一…一一¢…部…一一告一聯…一‘郵一一章蒔一一一…‘一一餌一睡一章……蜷鴫“一…欝

欝善結果詣一…………一一砧…一………一面毒茸……一一…一一嶺量……一聯……一出色一一…聯蚤董3

i融嚢絨総の分籍結果一………一階…一一一一一一一巳……一一笹一一一匹一盛一一…一一嘔一壷3

｛蔓癖習顯一一一一一3…一一一…一も一一一一一“一…一噺扉一鞭一一一一毒血…一巻一章輝一一43

《2》テスト難………癖……一単一…一……・…一華島…一一…………輻嘔一一一畢……準…一“ぜ一一…一…欝

2．　㌔縫¢蕊鯵条件における　く鼓舞羅パターン…一“”一一一“一噛……一…一…笛…・・“…一一韓

3‘内雀鞭告駐……一…一一一一・一事一一一一尊　一…5歩一卸…一曲一一一曲一一一噌一一畢…嘔螂…一壷一睡

縷凄練習難における夢震了の分籍繕果…一一…一茸‘一・一一一昭…一一…唯……一一一‘……地畔一一蕗

5．練習難における猛灘『の分斬結果一…一一一・‘一畢・……画一…・…一・督蛮………一一…璋露

欝扉考察“一一専…一軒…一一蔀奪一垂蝉……一…一転曲曹一一一一一…一一母出一一…一一一轡…ゆ一…一…一落

童．パフ露一マンスの分新績果1こついて“…一“…僻　一串“輩“…一…　噸“嘔…ほ箪一一島…一華一壷一難

2曲鼠籔灘溺方略について一……一……準臣……………一…詐聴岸…一…‘一…一単価一…一…欝

3軒鋳懸的な欝面について………魯　一…一一一一一監一…豊一一一一軸一…一一一…笹…鰺

V噌まとめ晦＿一瞬輩一瓢一一一一瞥畳一…　一一一帷…“雌雌一…一…一一一也一癖…一邑一岳一…輌一…蔀………一総

雛　醗霧支離…一一Φ一…一一も…晒一…塾傘…晦一虚醜……血一一舟……轟…一幅一弔…塚…¢曲一直一鯵

第3章　練習スケジュール方略に醒する実験的検認一齢…一一畜　……一一・…一・…一一遊…簾

玉ψ欝的と飯議一専一一一一歯詐……一一…嘩一画一一一一…一串伽一一一や一曲一一轟…一22

難曲方法…一…一…一…B唾………一一一一噺恥…・一・一…一…輩一出一…一……鼻一一一一一章懲

董命綾験者都塵郵一…亀一岱　一セ専一一一一田川　一軸融一一一一　一一一舶庸曄一…一一一一一一一豊島　……‘4尋

黛蝉学習課題師……一一一一一一直一一…一一一…帖……“一一一一…齢一……一…一幣串…一章一籌



3専手続きと実験条件一一…一…　一蝦一一…………毒一一……畠…鮎…廊…一…“専…瞳　‘25

桑“俵存変数一…一一……一‘‘……ヤー…一駈壷¢一…………川蝉砕串…ゆ一睡一裾…一・抽一…篤

獲盛結果と考察岸一一………一婦……一一一一‘一一一一一一一融雪一……一一一一一年一…欝

i．ヂセレクト条件諺の練習スケジュール方略一華一一…“邨尊峰一砥…　曜一…＿一鼻聾一　・嘩一“…欝

2．練習方酪1こ聾する質総への罎答結果………一……告魯一……皐………曄・……畢一……箆

3噸翼鍼銭の結果虚……一一一一嚇…一宇一一由一華…“‘一一一4勃乾一一…一…一…高嶺挿画一諾一再一……鄭…“輩一鰺

轡練習難一…牽……韓趣……一一……一豊…一………一…面一畠一一一雌一一・一一一一一一2墓

｛2》テス｝難一一一‘…一帯一一一一一鼻一聯……血………一‘一…一…一一薯雌…一一…鯵

難壁全鉢的考察碓一一華…一一鉾一一一…晦も一…辱……一一……一坐……一一………晦…曲歯鏡

驚　雛矯文献㊥…“一…　一一一率由…“一一一…一…瓶“一串一…一一……即“一一聴齢　　一一　劃也～一…簸

第4；章　練習スケジュー膨の違いと協慈方略の麗係に麗する綾討“一…凱・…・…一盛畢一一母・・33

エ雌§的と振説一一…一一一…椰…一……睡一…“飾聾一一母…一臨一曲一一一一““一一㊤…一33

鷺妬方法一一““一　一…一曲一“一“章……啓白“ゆ　一弔…一一　鮨帯一曲　一　癖軸…一㊧聾　一…一鱗

i畠鞍験者臣…岳磁……喚……歯薯毒…一…ゆ一…甲毎…一単聴…一一一醸一…嬉一…一一…章臣…“一…鱗

2曲学習課題一…一一届……・一聯串一……専一愚一一一準一一一一…一一睡幹塾………一毒“一也晦一一一鱗

3雌実験手続き一…噛癖一番…毎…む一一一一一毎魯一一…一一融…畑一一曜書一事も……雛……蕗

婆晶依存変数一一一……一一塾一一……………輩一一一……一……箪………缶……一…嗜一“…唯纂

鰹僻結果と考察一……一…一一虚…………一一些…即一一………¢…一跡一一一一一‘……誌

董．運動パフ愛一マンスの分籍結果一一…砧……坐‘告…一一歯一…電脂…畢一…一　一報毎岳孫

2群動作分椿結果…一一一…亀一鳶亀…一…諦…世…嘔藤色一一…一一……蔽琳嘩………………督一算

難曲蒙とめ＿＿一一…一一曲一…………一…‘昂一…一一一一…毎一一　…一……聯…“……露

vむ欝矯文献＿＿＿＿…一一毒…毎蘭曲“一…蒔…蝉一一一一一一…一匙”　…一一　一…些細一……鰹

第昏章　金棒的な考察…一・一一…一一画…一一…………畢…“…“…一…都南魯聯…　準“”“磯



　　　　　　　　　　科学碍究費補動金実績経巻書

　　　　　　　基盤凝究C（2〉　課題番号1静銘総乃

　　　　　　　　　　　　　　　観究科題名

「運動学習における欝発的練習方略の持つ意珠心練習スケジュールの観点餅らの分籍一

　　　　醗究代表者

　　　　　工藤孝幾（福島大学教育学部〉

　　　　講究者番号

　　　　　《3鍵聖3勢η

　　　　醗究経費

　　　　　平成§年度　蓋，総§，総馨欝

　　　　　平成緯年度　　1韓，蓼総弩

　　　　　　　計　　　垂，警馨，鼕鼕嚢円

　　　　醗究発表

　　　　　轡学会誌等　福島大学教畜学灘譲葉教書・心理藻鍔、鰺囎隼鶯鷺

　　　　　　　　　　　ゼ結桑の知識の秘繕方略熱運動学習に蔑ほす難栗謹

　　　　　《2》嚢頭発表　鰹本ス輩一ツ心理学会第纂会大会口頭発表

　　　　　　　　　　　ド運動学習におけるK簸灘婿方略に離する講究選

一　　豊　一



第i章　醗究弩的

亙．講究の背景

　本醗1究では・運動学習に麗する認知心理学的醗究によって得られた知見に対して、新た

な観点から実験的綾討を試みるものである．その際、健来の講究によって得られた知麗と

今懇の結果とを姥鮫する目的のため紅、実験課題として設定したのは、羅き手の前後動に

よる運動パターン再生課題である。ところで、このような運勢舗簿に録する認知心遷学的

な理論、ある墾、はそれらの講究で繕いられてきた少数のパラメータに縷定した運動課題

（たとえば今簸の実験課題〉の設定については、近年生態学的心理学の観点から髭鞍的見

解解示されている。そこでここでは、認蟻心理学的講究の今欝欝意義、あるいは少数のパ

ラメータに限定した実験課題の設定の要塞牲について遠べることにする．

　大鹿の運動学習に露する醗究1嵐｝海難ぎ蕊翫欝麟董粥暮》や翼磯綴轡麓》のヂ運動プ蓑グ

ラム達に聴する理詰やA飴醗（轡鴛》の算霧轡路蓬論罐や＄磯擁醸鰺露》のヂスキーマ馨諭達

など・縫報蜷理論や認知心運学の観念を運動の鱗簿や学習に適縛することによって急速な

発展を遂げた。これらの建論では、人縫の羅をコンビュー・タになぞらえ、騒海の構鞭甦攣

の結果として運勧解離籍・学習されると考える．すなわち、騒を運嚢の鰹簿・学習の中権

とする考え方である。そこでは、縫鞭の「入力ま一ヂ串縫難理雌一ゼ懲力」一ボフィ一嘗

バック雄といった運嚢灘簿・学習にかかわる一連の精鞭鑓蓬の流れ奮闘題にされ、特に運

嚢学習に聞しては．中継における運動の記憶に離して様々な絞議購綾偉麟設定され、その

理譲の妥当牲を遜って換誕実験毒重行われてきて継る。先に示したヂ運動プ騰グラム」の穣

念や、閉靉靆運譲におけるギ記憶痕跡まあるいはスキーマ蓬議におけるギ運嚢反感スキー

マ纏嶽ど藩その幾表的な鰐である．これら錯運動の誕憶餐どのような練習条件の壱とで最

も勤率的に彬成されるの瀞ということ拶こ轟らの講究の主たる醗究テーマであむ、特に練

習スケジュー・ルや各種フィー。騨バック構鞭の影響について、様々な飯議藩購築されその検

証実験青鷺舞われてきている。

　ところで今違べたような仮説綾議型の実験では、絞議を検証するために実験者瀞意麟的

に実験操作を施し、その誌渠拶飯説から予想された結果と一致する餅を講べるというスタ

イ膨を採る。このような優謹撰誕実験毒こは駕その性質上一つの大きな麟約条件瀞蕎在する窃

それは、実験操辮こよる効果を聡らかにするために、意麟した実験操作以外の要馨の影響

を極力欝慰しなければな1らな雛ということである。この観点餅らすると、実際の欝欝生活

やスポーーツ場麟で耀いられる運動スキルは．実験者撃意慰したこと以外の要馨の影響瀞混

交する薄能柱餅高く、実験課題としては擦合撃悪い．そのためこれらの講究では、欝欝隻

活やス潔一ツ場藏で購いられる運動スキルをそのまま実験課題として繕いることを避毒す、

ヂ麺置決め課題藷、　ヂカ羅講籔課題誰あるいはギ速痩講整課題」など、眼られだ勢作パラ

メータ融学習を実験課題として秘矯してきた。

　鯵総年代後半瀞ら拶簿羨辛にかけて給畿やA髭灘、あるいは乱波藏め理論浄あいつ

いで提患されたことによって、鯵驚年代以降これら認矯心礫学の撹点に立った運嚢学習醗
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究的は急速慧発展を遂げるが、実はこれらの代表的な運動学習理詰瀞懲された羅詩難に、

既驚畿畷拶硲は今選べたよう嶽認知心蓬学的醗究撃たどっている観究の流れとは麟宣す

る嚢要な搭嫡を行っている。綾は、運動麟簿の醗究撃解決しなければ癒らない最も重要な

購題の…つとして。　「自由痩翼題」を挙げて襲る．仮に闘籔の動きを全て騒か麟御してい

ると考えた場合、全身の脇籍動作では全ての灘節を織鋳に鱗饑しなくては慧ら癒いことに

怠る昏一つの閣簾の難きには複数の髄意傷渉関与しているので、筋肉のレベルではさらに

麟鐸すべき蔀盤の数、すなわち糞密度は飛鍵的紅増大する．このような熱率の悪い麟御の

仕方は理にかなっていないというの藩「自由度郷題雄である窃これに蝿して鍍はシナジー

曄鑓麗馨ジあるいは擾慈講造という観念で説明している．こ為は、システムの複数の灘位

の繋ぎ拶連結されることによって、自浅痩を少なくする機構のことで、これ暮こよって全身

の纏慈は麟薄薄能なレベルにまで自密嚢を減少させること力驚きるという壱のである．

　この考えは、今羅ではダイナミカルシステムズの観点鹸ら盛んに醗究されるようになっ

てきれ翻る。このことに臠する説明は他書に譲る拶（たとえばK馨露董鍍蕊γ髄鐸鐸，欝欝など）

簡単に言えば、身鉢を多数の撮む子の集合とみなし、振鯵子権互の甕己緩緩鋳な共振現象

葎複雑な合舞臨感動難のベースに癒っているという考え方である．

　難常の全身運動そのものを醗究の蝿象とし、そこから生じる自趨痩縫題を醗究鑓象とし

た点．そしてその解決を羅に求めるのではなく身体の機能に求めた点で、慧麗麗鎗継の運

動麟簿に臠する考え方やダイナミカルシステムズアプ蓑一チの考え方は．先の講蟻心理学

的講究の渡れとは輿っ梅から懸立して鞍淘る雛

　瞬様に：、運動の麟舞を騒にお毒ナる鋳鞍魑理に求鎗ないという点で共通するもう一・つの重

要な講究の流れ瀞ある．L鷲戯箆蓬．《轡縫》は、産鯵轄跳ぴの一流選手の鍵1；老の定跡の分赫瀞

ら、踏み燐む直羨の数歩のステップで露み燐む飯続合わ量た歩幅の講整瀞行われているこ

とを瞬ら薄縁こし塊それを外界浄らの視覚構鞍毒こ基づいた動作め麟簿ではなく、《垂海難撰醤7轡

の生態学的撹覚講に基づいて解耕している．

　§海琶膿は、弊翼からの襖1覚麟感覚入力麟騒毒こ投窮され雑種されて窮めて椿…鞭としての意

味を持つという鍵来の考え方を舌窪し、外界その壱の熱すでにある意蘇を持っていると考

える．このような舞舞瀞提撫する意蕪を、磁魏麟は嘱籔》羅鎌¢ビ醤と響んでいる拶、し鍵《蓉総〉

は外一界のある地点に到達する護での時難繋こ藍難ずる意味のこ．とを特に「タウ」と名付1ナ、そ

れによって踏轟きむ薩離のステップの講整を護濁している。

　外界の幌覚的な感覚入力渉騒で越理されて欝めて構鞍と1しての意鎌を持ち、それによっ

て麟搾の麟鐸餐灘能となるという誌知心理学麹糠撹覚的運動麟舞の考え方の一つの弱点は・

全力疾毒中跨麟轟燐む直葱のステップの講整といった高遠運動の撹覚構鞭紅よる離御を説

明でき癒いという点紅ある．艷麗灘登蕊V離騨藍綬雛解綬璽勢醸ま。卓琢選手のラケットの

動きを発議すること1こよって、挽覚の構鞭嬢理鋳懇よ拳も高遠に運動靉靆簿されているこ

とを示している瀞、総むの醗究報告以後．このような擁ビの存在を綴わ懸る恥くつ浄の講

究瀞鞭告されている融
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～噛

醗　　鋤繍『職琶章　韓蜘　一ε鷺ジ獅本のタィ蹴象鍛跨萎こ表現さ
れている．

し駄翻翻齢学習への麟の麗敢闘する鵬講を二儲購ことらえること

登さつな醒ブ量琳システムとして遂ぞテさ齪いると考えら繍．運動簿こつ覧、て

猷ば・学習の鵬は大まかな運動錐方濃織るときで効．こ蠣鰍こ懸物誕

の勤し方を離することは喰鹸隔1こ醸することを離する．しかし学習縫

み護織た全動臨髄よむ洗織たものにするた撫ま、雛の翻こつ蔦、てノ璽ラ

メ棚学習をする腰耀じてくる・このよう聴噺、運魏齢学習賭する翻

耀鞠癬辮そ編鋸魏主＆て擾っ聴たパラメー鋤難鰯鋤簾1ま．
盤熊蓙D瀞ら艦鞭もか勧らず・今蹴融橡として鞭な意晦持ってむ、
ると考瓦られる、

董L醗究の§的

本職礁魏縫勤磯醐ら擁し聴燵騨翫蹴る範錘要な矯
善こ知て・蹴襯勲獺議諮る・鷲敷継ぺ慧知、こ妨の講、纒勃
蹴では誘砺象翻し鷹勘鰍難騰灘離し、そこ鵬輪繋編飯諏
つ簸て検認するという仮説換証璽の実験瀞中心になっている．

たとえば・魏縫鋤融駐姻て擾嚢縦磯テー驚、甑の灘錐麓
臨蘇究鵬る議鋸諦直歓できる趨多くし蝿よ難しく与える越である

抽張網塘肪賭して・駆の磯鶏、観ろ艱難の雛鋤齢雑嚇
藩、練習終了幾の忘藻藩少嶽いという結果を鞭若している．

　この現象に麟して。これ濠でにガイダンス仮誠｛艶擁懸掩織豊．，欝麟》を中心として軽爆く

つ働鰍塚賜れ・起揚導纏る榛々鰍睡働スケぬ一被ついて実験的

検談勧強聴臨搬灘臨書撫薦伽綴湧磁、癬ダ減便諏墓づ1蝦
練習瀞進鞭につれて籔襲堤洪の頻度瀞減少するスケジュール撃有幾であると考え．そのよ

う撫実験条件を設定して飯畿検証を試みている。茂た駁磁1轟《葺雛蓼鰭欝鞭量墾購は、翼翼提

示鮪無効か鵬赫異い磯合義畿べて、ランダム鵬示鍋こと徹紛辮
を予難できなくした場合の方撃浅葱拶喚起され覚醒承準瀞高く保た凝るために、保持藩促
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進されることを実験的に瞬らかにしている窃

　ただこれらの醗究では．その運論的背寮瀞どうであ蕊、そ轟に基づ駆て実験者拶あらか

じめ設定した頻痩やスケジュールで鼠籔を提盤しているだけで、練習者灘の鬱金というも

のをまったく考慮していない。つまむこれらの講究では、練習考落K蓑を必要としている

か盃かに灘わらず、K畿提礁のスケジュール摩あらかじめ決められて継る魯した拶って、

練習者力竃嚢を必要としているときに提盤されず、逆に不必要と慰っているとき冗長な幡

鞭が与えられるといったすれち拶魏が生麺ている薄髭牲葎ある像

　認知心還学麟醗究瀞擾ってきたもう一一つの主要な講究テーマとして．複数の運麟課題を

練習するときの練習スケジュールに絶する講究拶ある．後還するように、その背後1こは．

ザスキーマ蓬輪講やヂ文賑干渉ゴといった認知心理学的な運動学習理論の発展奮襲与して

お静、それら浄ら導かれるヂ多犠牲練習飯説講《纏雛隻響，鰺？舞やギ文賑干渉効果雄爲麹農義

騒蟹麟鎌，鰺衿）という観点から、逐年多くの講究毒叢行われ、縁続的な運動の練習法に舞す

る考え方を覆すような輿蘇深い結果が鞭雀されてきた窃

　ところでこれらの醗究では、鱗えぱスキーマ獲1講の場合はヂコンスタント練習」条件と

ヂ多様盤練習漣条件の鋤較、　r文懸干渉効果講の検証においては．　貯ブPツク練習」条件

と『ランダム練習釜条件の比較というように、、蓮論から導き墨される典型麟な練習スケ

ジュールをあらかじめ実験者瀞設定し、その下で練習させた場合の学習鶴果を姥鮫してい

る．しかしここでも、学習番灘の要轂撃全く考癒されていない．つま管これらの講究では、

練習考落霞分の特性に癒むてスケジュールを選択するといったメタ認難的灘面や、練習状

溌に慈じて臨機にスケジュールを調整するという柔軟さ撃まったく許されてい癒い。

　以上のように、叢透の認離心運学的醗究によって明ら糾こされてきた練習の仕方に麗す

る興蘇ある発見瀞．学習者蝿の灘合と季離しているの瀞、それとも藩ら浄の共通性瀞晃ら

れるのが、あるいは講者を認報さ懸ることによってよ蓼麟率的な学習潜成立するのか等、

理譲的にも実際麟にもきわめて重要な聡題であるにも闘わらず、こ為までの講究はこのこ

とに隣して擁の答えも提供していない・

醗．講究の全体誹麟

　本講究は、凌の三つの実験的検討によって講成さ醜る。最擁の二つは。今遠べた二つの

認知、も、理学的嚢腔の護な織テーマにそ柵綱癒している・一つは・麟学獣おい

て裏盆を瀦駕するときに学習者瀞採矯する秘矯方酪に鬱する実験、二つ蓑は、複数の運動

課題を練習するときの練習嬢序に薄する方略に麗する実験である。これらの翼題に臠して。

鍵来の硬究か明ら毒・にしてきた離見と。学習者拶轟発的に採矯する学習方鶏との翼係を瞬

らかにしょうとするものである．異鉢的には。学習者の採欝する方酪拶伝統的懸練習に録

する考え方の方鑓一致するの瀞、それと壱認蟻心蓬学的講究で瞬ら浄にされてきた知見と

＿致するの浄、蕊たそれらの離見に学習者の方略を擁蘇することによって・よ参すぐれた

学習嬉果解離待されるのかを瞬らかにすることで轟る・
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　このほ毒・に本醗究では、練習顯癌に聡して籍たな観点から練習養の方略についての分鋳

を試みる。上記の二つ目の実験の分辮薄象である練習スケジュールの緯題では、特に「文

蘇干渉効果謹に麗して様々な解訳解試みられてきた炉、それらは全て運動遂行時の構鞭越

理の観点からの解釈であった．本実験では、協慈練習方酪の違いという観点からの解釈の

機能牲について検講ずる．　ヂブ譲ック練習講では．工つの課題に録する練習を繰警返すた

め、それぞれの課題を遂行するのに叢もやむやすい全身協慈の仕方麟学習さ轟ると考えら

れる．それに鰐してヂランダム練習藩では、護数の課題を岡跨壷行的菰練習するので、複

数の課題遂行に適した身体の縫い方（全身騰慈）瀞学習されると考えられる。このよう癒

練習における課題遂行のための全身編徳の方略の違い拶、保持と転移にお継てランダム練

習条件の方熱優れているiつの蓬密であると考えられる．ここではこのことをヂ協癒方略」

と呼ぶことにする．三つ目の実験として、この鰯応力酪に臠する仮畿の検認を試みる．

　以上のように、第i実験では嚢籔縫鞭の秘矯の仕方、第驚実験では練習の顧序、そして

第3実験では全勢脇慈のフ愛心ムというように、それぞれ分断の麟象は異なるものの．い

ずれも実験操作を換えない状漫事における練習者の行動観察記録をもとに．練習者潜霞発

的に擦濁する学習方略を捲鐵しょうとする点で共選している．このよう糠方法によって、

運動学習における学習力略の意練について綾討を換えようとするの藩この醗究の主意ねら

いである。
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第2章　K襲朝講方略に関する実験的検討

至．繋的と｛痩説

麟繋こ紳艦、縮謙齢覇フィー駒備鞍薩要な翻課たして
転，る．齢の羅驕艦、謙後に騰勢らスキ磁テ毒澱て嶽々鵬鋤囀れ

るが、雛遂行後難麟に与え薇るこのような離のことをド蘇磯謝
髭誌脅W董鶏義奮酵倉ぞ嚢雛窪鷺嚢；蹴鞍蝋蟻，謝・フィー駒備動軸鷲瞳魏

役霧鯉って墾、る．した猷．朧ど鉱うに糊する泌嘆とは・蘇的嫌

習瀧考えて転、く上でき鋤て鞍な離で雛こ継でにこ磯嘱しては多くの

継漁謙きた．こ紡磯究毒識鉱鰍繍叢繍離贈囎騨翼鋤
が、まとまったシウ漁一を鴛っている・

翼嚢1こ蹴る講究の申磁されてきた鞭かつに・糊雛と学習蘇との麟に

雛灘線瓢鵜瓢盤農謡，織畿占藩論謙
越して．むしろ叢叢を与える難を減少させた勧囎擬進さ轍い欝あ蘇

る窪近年雛されるようになってきた勲蓬急難轟鰹鍛鋼難轍懸　　蹴

擬鴇畿蠍擬灘撒簾轟講驚蟹麟灘ぎ
れる条㈱講黙下働忘諦螂・獅結果耀られている硬誌

　　に加てし齢こと源邸擁と教て報姦

．麟t響麟瓢無識鴇謡羅綴訟繋駕
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鎮護の影響瀞異なるので、それに感じたスケジュールを考える必要拶あると考えている。

練習擁霧にはエラーに臠する椿報の舞驚極値潜高いので、翼嚢提僕の頻度は高い方1撃よい

解、練習後半では熟達によってK嚢の必要度熱誠少するので．監嚢の提撲の機会を少なくし

ても支緯はなく、遷しろ藍蓑への依存を防ぐこと麟できるという点で鷺盆の頻度を下げるこ

とは有動であると考えられる．このことから鍍らは、練習麟進麹につれて匿嚢提供の頻度

瀞減少するスケジュール餅有効であると考えている．

　また藍む㌶蕊《離農霧農塞灘｝嚢董墾参鱗は、藍鼠提示の有無があらか移誌わ瀞っている場合に鑑べ

て、ランダムに提示することで駁嚢の利欝を畢鶏できなくした場合の方撃録持麟促進さ為

ることを実験的に瞬らかにしている．この現象に薄して覆らは、予簸でき嶽いことによっ

て漢意藩喚起され、覚醒水準藩高く繰だれるために保持解鍵進されると解釈している．

　このように、運勢学習におけるK簸の劾桑については、その頻度やスケジ議一ルの影響

に聞して重要な発見解鞍岩されるよう紅額ってきている麟、これらの要麗以外に猛襲の壱

懲性を左右すると考えられるもう一つの重要嶽翼題瀞ある．頻護の影響紅臠するこれらの

講究では、単に藍畿を提盤する割合の毒を聡慧にしているだけで、練習者灘の要残を考癒

してい意い．つ謹む、練習書勝K裂を必要としている無蓋かに麗わらず、藍嚢提盤のスケジエ

ール拶実験者によって決められているので、練習者瀞猛畿を必要としているとき毒こ霊是僕さ

れず、逮に不必要と患っているとき冗長な構報寮与えられるといったすれち瀞窮奮生移て

いる霧能牲潜ある¢

　その点で、鼠驚のバン誉軽侮鎌翻童畿繊こ囃する最近の醗究はきわ鋳て示唆的である。

鎌貿W麓概拶縫｝は．2総撚雛で魏を韓震するという課題の学習にお熱て。毎騒藍嚢を与え

る条件、鱒§灘εむの5％の逸騰旛を越した鋳のみ駁嚢を与える条件．鐙％の逸鱗纒を越し走

時のみK嚢老与える条件の学習劾桑を箆較し、保持テストにおいて鰺％条件拶最壱優麹て

お舞．騒％すなわちすべてにお継てK襲撃提供された条件藩最も悪瞬という結果を穀合して

いる．その後、いくつかの講究において．よむ広熱バン鮮鞍瀞学習を促進するという結果

瀞鞍魯されている《馨磁雛戯農蔓．，鯵鋳，c謎雛総麟畿震動，董鯵3；《灘縫舞艦，ぎ鍵雛》鰺鰐；臥鶴鍍農監・

湧§；L鶴蕊幽晦，欝毒，襲謝鑓穏蔓．，勝警5醸編綴雛鱗茎毒

蝕膿畷湧墨慰．練欝進趨こつ縦ノ嘗かマンスが賦するので・バン噸を設

定すること紅よむ、結果的に藍嚢解次第に減少するスケジ藷一ルと岡Oに懸ること瀞保持

を促進する療馨であると考えて継る．これに鰐して《難響面藪鯵鱗》は・頻褻やスケジ蕊｝～

ルといった二凌的な要獲ではなく、バンド輻の設定撃もたらすギノーエラー叢嚢」《総一耀蟹

K驚という新たな構報解重要で語ると考えている。す慧わちバン欝輻を設定した場合に

は．撃譲を与えないということはヂエラーでは慧かつた雄という愛嬢を暗に与えていること

に陰る・こ鐙蜷報藩学習を促進したと綾は考えている・

　以上のどの議明も．それぞれ羅能牲として成立し得る魁これら以躰に壱う一つの重要

な要霞瀞麗与している藩籬牲藩ある雛それは、練習者灘の要馨潜髭嚢擾洪の仕寿に反鞍諮
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れているか沓かという点である。前遠した髭嚢鎮護やスケジュールに麗する醗究では、練

習者の羨1応の懲来・不畿来と鼠疑提僕iとは無縫係であるのに麟し、ノ蒐ン麓鑛の講究では、

ニラーか設定された基準よ験逸慶した時のみ翼鞠が提供される、表現を変え轟ぱ練習者の

反応の鐵来・不罎来ときく嚢堤洪と瀞密接に結びついているのである。も雛議蓬C離離簸雛

（纏跨恥は、　ザくびき」（Y◎獲麟擁条件を設定することによって、頻度あるいはスケジュー・

ルが重要なのか、あるいはパフ重一マンスに基づいてK裂を提撰すること解重要なの齢に

ついて綾試した噂　「くびきま条件と1ま、パン騨輻を設定することによって提盤された餐裟

と講じスケジ漁一ルで構報を提供する条件のことである．したがって、バンド輻瀞設定さ

れた条件とくびき条件とで、鎮護は講じである瀞藍嚢藩綾験者のパフ露一マンスに基づい

て提婁されている漆瘡かという点で異惣って駆る．その結果、バン欝輻条件の方毒蒼くび

き」条件よむ優れていることを鞭警している．このことは、単なる頻度やスケジュール勝

本質的なのではなく、バフ愛一・マンス審こ基づいていること撃璽要で勘ることを示唆してい

るゆ

　但し、桑たして設定されたノ竃ンド纒麟練習養の鑑幾に難ずる要求度とどのように鰐癒し

ているのかについては不窮である．最近、この点に灘わって次のような講衆醸告されて

いる農鮎欝驚就滋．《緯鱈｝はボールの的当て課題の学習において．あら難じめバフ藩一マ

ンスに離するフィードパヅク構輻の鍵盤のスケジュール拶決められている条件の飽に、被

験者の鵯難でフィ略パヅク　灘を承偏すると墾、う条件、およびその賦び灘条件を換

えて罠較を行っている．その結果．被験者の舞擬でフィー詳パック構鞍を灘霧する条件の

学習幾粟餅緩壱優れているということを鰻着している．ただこの講究では、被験者は練習

試背全体の7％でし麟構報を秘離しておらず、ヂくびき露条件と捻較するにはあ護瞬こも

頻痩麟少なすぎる．した瀞って、フィードバック構鞍の鎮護そのもの瀞重要なのか、被験

者の必要灘こ臨駿フィー嘗ノ勤ク構報を提盤するこ擦唾要癒鋤窺ついて考察するは

できない。

　本講究の目的は二つある．一つは、学習者浄採欝する紅締翼方略と、藪嚢頻度に鬱する

従来の磯究で明らか紅されてきた内容との懇に共通牲麟晃られる熱を確かめることである魯

ガイダンス疲i幾毒こ鍵えぱ、悉皆方略よむも閣欠方略の方奮優れておセ〉、スケジュールとし

ては凌第紅顔震を減少させる方略瀞望豪しいと考えられる献練習者に翼嚢麟罵の灘藤を

罎》だねた場合、果たして上記のよう懸書籍を採撰するのだろうか。

　もう一つの目的は、このよう額学習者の鞍懸による藍籔舞繕による学習麹果を。あらか

じ鍵》決められたスケジュールで翼鷺解提供される鍵来塗の練習による効果と姥鮫すること

である．本講究では、練習靉靆を遷移て一一足枕率で縫洪される条誓、徐々に減少していく

条件、逆に徐々に増撫していく条件の三つを設定し、これらと練習考落採矯する方略の運

動学習に及ぼす幾果の箆較を試葬る。

鷺．方法
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　i．被験者

　総才から鮭矛までの大学生男女鎗名を被験者とした．合舞麟右轟き（ベンを持つ方の手）

である。

2．学習課題

　麟き手の直線的羨後勘によって、ディスプレイに表示されたターゲットパターンを再現

すること藩課題である頓ターゲットパターンは、縦軸を移動距離、穫軸を辮要鋳翼とする

ク’ラフによって表示した（籔i〉ウス歩一ト｛壷鐙から新彗退し地点までの移動錘離は轡毒綴

であむ、断要鋳縫は片違勢む礒麗鷺、往復でi秒である．

　被験者に薄し、右手でペンを保持し、ディジタイザー上に作成された直線の溝鉱鐙って

ペンを移延するように教示した．鞍験者の右手の動きは．ペン鍾置のX，Y座標鐘を難一2鐙C

を介して（サンプ蓼ナングレート6鱗｛漆澱ンヒfユ一夕に入力することによって灘寇した轟

　K露ま、このようにして講離した右手の移動パターンをグラフ化したものを、麟遠の歩一

ゲツトノ汐一ンにスーノ境一イン潔一ズすることによって提識臨

3。手続きと実験条件

《藍）会誌の手続き

　簿§騒の練習を鐙蟹ずつ嬢プ灘ックに分けて実施した。ブ謄ック購インターバルだけは

i分購と一律に設定した揮．歩一ゲヅト擾示から動作麗雄藩での時聡鞭盆。灘及ぴ藍嚢観察

暴寺難墨袋灘の長さは被験者自身が決定した．練習終了簑《薩後テス麟と欝欝懸後｛深持

テストllこテス陸嬢、、嚇続き転移テストを行読．テス曝嬢認れぞ禰諸費

あ拳、き嬢は与えなかった。陰お練習に先だって、テスト試行にお継てK籔麟入手でき癒秘

点をあらかじめ伝えてお雛た．

　鍛接に、以下の内容について機験者に内省鞭告を求めた。全舞に共通紅弱いた内容は、

蝕すべての試行で総を灘孵した方熱嚇と思うか盃か、2聴し全諏訪享分しか黙を秘

賭すること楚できないとしたら㌦磯§餓魏鍍条件、　騒¢雛¢麗磁鱒条件、　弩欝鷲総¢ぎ艶条

件（後妻こ説隣する〉のいずれを選択するかの2点である。濠た、簑達する㌔¢璽劔ず条欝

の鞍験者には、翼嚢を秘罵する・しないの難き欝量基準峯こついて質絶した農

　保持テス蕃、転移テストのいず蕊も藍鼠の弾わない欝試行によって講成した。転移テス

ト紅おいては．練習で霧いたパターンとは異なるタ・一デットパターンを繕いた。

　当擁は．課題の教示と練習羅数のみを指定し．籔嚢を見る齢晃な華かの懸懸を全て被験

養蕃ご任量るという条件を設定し、そこで観察された鼠轟轟驚露略をいくつがに分類するこ

と紅よって．弛の実験条件の誌果と箆較する予定であった・しか鉱予想に反しほとんど

の被験者落すべての試行にわたって藍騒老恥濡する傾講夢見られた。そこで方鋭を変え、

す・べての試行で籔蓑を麟篤した被験者撃欝人に達する豪でデータを採甑それ老後達する

鯉《聯繋蕾む婁鯵条件の鞍験者とすることにした。すべての試行で養護を舞矯した大毒鷺鰺人に達

した鋳点で、K蓑を鵜賭しない試行拶含籔れていた被験養の人数は墨人であった・この曝
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人の鞍験者のデータについては、人数瀞少懸いこと、人によって薮嚢秘驚顔漫紅大きな霞

きがあることなどの蓬趨によ箏．今墜は分籍の鰐象とはしなかった．

　以上のような結果そのもの瀞、本機究の第iの目的に蝿する一つの結果である。ただ、

こ1のままでは、学習者の鵯断による鼠籔麟羅による学習熱果を、あらかじめ決められた翼翼

スケジュールの練習による学習熱果と髭較するというもう一つの講究§的につて講べるこ

と藩できない．そこで本実験では、練習織数の皐分でしか鼠嚢を趨羅すること麟できない

という麟約を設けた上で被験者に覇藪させる条件を設定し、飽の条件と箆較することにし

たむ

馨）実験条件

　鞍験者勤人を、以下の五つの練習条件にランダムに割拳当て、合計き欝を繍威した．

①㌦嚥醸欝条件1

　練習試行のすべてにわたって叢叢を提示した畠

③㌔む蓬¢嚢ず条件：

　全体の草分の試行においてしかK籔藩得られな募ことを知らせた上で、その秘露の仕方

は鼓験者の選毅に裟か量た．

③㌦幡餓難条件1

　練習試響全体の率分において　嬢を提示した．その蝶、巖樗浄ら最後蜜で2試行にi癬

の割合で鍵示した魯

㊥騒¢麗艶麗♂茸条件：

　練習試行全体の皐分において叢震を提示した、その際、徐々に憂譲提示試行の譲合督減少

するように、第iブ雛ックでS霧紅i睡、第2ブ駿ックで3懸に罐風第3ブ葺ックで3

躍に2罎、第垂ブ灘ックでs護郵こ羅縫の割合でK嚢を提題し艶・

⑤縄繍鴛欝磁沸条件：

　スケジュール瀞遂である点壷蘇き、　騒瓢齢薦¢♂塗条件と疑むである。

《3舜試行の手続き

　　㌔礎盤野群におけるi試行の手顯は次の通むである．ターゲットパターンは・綾験者

藩保持したベン藩ディジタイザー土のスタートエ1タア内に1入った詩点でディスプシイに現

れ，、ペン麟スタートエ1ナア浄ら鐵た鋳点で潰えるようにしだ。再びペン瀞スタートエ峯ナア

に戻読嚇で、デ携プレイには縮果を見嶺と軟へ進むの二つの翻聯壌示
されるようにし、鞍験者にいずれかを選択さ慧た（選蟹駿の文章の上をマウスでク撃ック》。

幟果を晃嶺筋を翻した場合は直ぐ導譲睦提示し、歌へ進む莇を選蟹続

場合1認睦表示慧ずにそ鎌ま凌の護行へ移行するよ旗した・手の繍蠣始の外

ミング、駿嚢講欝の鵯齪、鼠襲を見ている鋳縫、試蕎購インターバルは全て被験者自身に甥

臨さ慧た．

　その難の条件も基奉的には疑鐵の手顯であるが、移動終了詩における選択鮫は条件によっ
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て異な鯵、㌔縫魏欝1鱒条件の場合はギ結果を見る諜だけであるのに薄し、㌔磯醜鐡ず条

件と弩欝鐙雛磁蹄条件及ぴ苺纏鍵鴛窪鍵｛劉条件では．決められたスケジュールに鍵って

ヂ結果を見嶺あるいはゼ次へ進む蜻の纏れ抄を表示した．

喋．籔存変数

　練習及撃テストパフ輩一マンスの指標としては衰越§難跡醜懸鐙欝騨雛毒¢鐸蟹》を驚いた。

ディスプレイ上におけるターゲットパターンと再生パターンのずれを霞積で表した壱ので

あ鞍饑餓媛麟．董囎3〉、ディスプレイの群ット数で表した。また、練習中の被験者の鋳霧

の硬い方を示す揺標として、ターゲットパターン瀞ディスプシイに表示されてから．動俸

が麗娘されるまでの時懇（照麟と、K駿を観察した鋳麗（餐嚢麟とを欝¢嘗単位で灘定し

た。

欝．結果

工．駄灘§艶の分新結果

《舞練習類

　練習鰺試行をiブ鯵ックとし、その平均嬉をブ瞬ックの練習パフ慮一マンスとした．醗

2は5欝の2碁ブ嚢ックの練習パフ慮一マンスを示したものである窃これらに麟して練習条

件《§条件〉X練習ブ欝ック駿§ブ睡ック》の2要雛分数分辮｛第2要馨解舞応あ嚇を

行った、その結果、二つの主効果（条件藩競3．縛3，媛←尋／鱒，貯、競尋1ブ護ック1餌磐3欝，

雛←鯵総勢，軒．鱒馨〉と交互作欝欝罵2。縣7．農鼻懸魑蕗．断、暮§㊧撃有意で灘つた・

　交互維欝瀞有意であったので、以下のよう襟下粒検定を青った．まず．プ滋ックごとに

条件の効果を講べたところ．第i齢ら第3ブ慧ックに浮けて条件の効果潜有意で灘甑そ

れ以鋒のブ嚢ック臆おいては有意ではなかった．単擁主効果の見られたブ雛ックについて

多重紘較（欝藍露Y法を綾驚）を行ったところ、3ブ縫ックに共通して総籬鰐磯麗ビ条件

と飽の尋条件闘に差拶見られた・また第iブ雛ックにお雛て鑑㌔艦載灘蓋鱒条件と㌔¢勧ビ

条件．雑曲鑓鐘繋ざ》条件との懸、蓑た㌔麟鍼雛礎条件と㌔¢蓬豊蕊蹄条件との羅§に差撃見

られた。

　次紅、条件ごとにブ欝ックの幾菜を分新したところ．すべての条件において単純主懸果

潜有意であった．それぞれについて多重幾較を行った内容を要約すると、駆ずれの条件で

も騒擁の数ブ縫ックにか1ナてパフ葱一マンスの織上藩見られ、それ以降はパフ慮一マンス

の樹上瀞見ら蕊なくなるという繕果であった。

《鯵テス｝鰯

　直後テスト、礫持テスト、転移テストそれぞれにおける鰺試行の平均纏をテストパフ露一

マンスと続．郵は直後テス建保持テス猿お1幡5条件のパフ計マンスを毒した

ものである．これらに鰐して練習条件綴条件》Xテスト詩難《2難）の驚要霞分数分観

《第2要獲藩鰐応あ嚇を行った。その結果、テスト聴擬の主幾果（騨鋤慈5嘩飼鱒鐙
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磐．縛燐と交互種馬欝越、3鱗．騰群董ノ婿，野．蓉麟）瀞寓意であった・

　交互作罵拶有意であったので、以下のような下位検定を行った．まず、直後テストと保

持テストそれぞれにおいて条件の勧果を認べたところ、保持テス｝においてのみ条件の主

効果が有意であった（翼鴫．5答，雛←嬉ノ鱒，軒．嚢紛。そこで5条件縫の多重箆較を宥ったと

ころ、　㌔磯豊緯墨｝蚤条件と㌔畿葛ず条韓、　㌔倉離職蹴聾条件との翼に有意蓬餅見られた。

　次に、各条件ごとにテスト綺羅の主効果を講べたところ、　㌦艦勧蔓擬条件と｛喩¢書鍛繋ど

条件でテスト時艱による効果藩見られ．それ鉄聾の3条件では春意な差は見られ慧奮った。

　雛魂は転移テストにおける轟条件のパフ露一マンスを示したものである．これら紅鱒し

てi要霞分散分析（5条件〉を行った結果、嬢梅は見られた瀞鞍＝2、3勢，暴鼻魂憾．野．懸37〉、

5％レベ幽の有意氷華には達しな熱った。

2．　㌔轟鍍ゼ妻条件における鼠嚢舞驚パターン

　鉱総蓬奪魏野条件の被験者瀞どのようなK籔利灘方略を採羅した齢を調べるために．2総試

行を欝試行ずつに談とめその中での籔鼠講霧羅数を韓人の被験者それぞれについて算懲し

た．麟蓉は、各鶴試行ごとのK蓑麟罵掻数の緯人の被験者の軍均を示したものである。こ

れらに薫1して索書応のあるi要麩韮分散分辱蕎（4水準）を行ったところ、有意で毒まな滋湿った《欝

礎、藤巻．謹餌3ノ欝，野．簸鱗）ゆこのことは、　㌔畿雛野群の被験者は、　㌔盤醜膿ず条件癒ス

ケジュールに近い鵜霧方略を擦離する繧海潮あることを意嫁している。

3．内省鞭篶

　すべての試行でK畿を秘露した方抄い軽と患うか舌藩という質闘に対する答えを、ギ全

部必要」とヂ金離見る必要はな魏3とに2分類し、その集計結果を条件ごとに豪とめたの

華表iである．なお、この集計においては、㌔磯総裏蹄群の被験者として誌達した韓人す

べての結果として解した．被験者数瀞少ないので、これらの結果に越する農数の験定は行

わなかった瀞、この衰齢らは．条件にかかわらず多くの被験者解でき轟ぱ全試行にお継て

K嚢を秘露したがったと懇って継ること熱わかる。

　もし全体の半分でしか駁嚢を舞罵すること拶でき意いとした転　㌔騰奪捻難ビ条艀、

　麟幽¢ぎ磯鴛び条件、㌔盤盤鍵♂㌻条件の鑓ずれを選訳する瀞という質縫に僻する答えを、

条件ごとに集讒した結果麟表驚である。被験者数浄少惹く、統計鋳捜定は行わ慧奮ったが、

金棒として㌔む薦雛　ビ条件のスケジューールを選択する領海藩見られた。ただ、　麗畿蟹鐙鶴ゴ

群や縄1就鐙欝毳毳舞群では、自分瀞経験したスケジュールを選擬する領海拶あった。

　　麗麗建欝ぞ条件鈴被験者には、K驚を秘擁する鋳としない鋳の鞍懸基準につ輪て質絶した。

鰺人という小人数にも齢熱わらず、この質闘に鰐する答えは多様であむであ獣鵯懸基準

に共選牲は見られ懸熱った。以下すぺての被験者の羅答を要締する。

　聴蟄や硫G人）．凝難織こ見た（鉄》講蘇禰筋榊とき見たσ
人》ウこの7人の率には、｝霧らがにだめとわっかったときは見ないが・霞繕熱あるとき

は確講の意練で見たという太く露人｝と、遂に自緩解ある鋳は晃ないで、だめだと分かつ
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たときは見たという人（3人〉と拶含まれていた．

4，．練習難における餓丁の分新給桑

　醗§は5群の欝ブ露ックの賊子を示したものである．これらに薄して練習条件伍条件l

X練習ブ霞ック《簿プ葺ック〉の2要馨分散分嚢（第2要毯が鰐慈勤む〉を行った．その

結果、ブ鰹ックの主魏果と建場2．鱗騒，農←鯵億灘，断。鵜のと交互作構狸擁．鴛～，蓬←観

潮5，夢濡．§§§〉が有意であった畠

　交互、搾驚藩有意であったので、以下鐙ような下種検定を行った・まず、ブ雛ックごとに

条件の効果を講べたところ、第iブ糠ックにお魏て条件の効果麟糞意であむ、それ以降の

ブ嚢ヅクにお駄ては有意ではなかった．第蓋ブ欝ックについて多重鷺較を行ったところ、

ζ㌔麓磯騰劇条件拶㌔畿ぜ｝条件と㌔鍛蕊鍛ず条件よむ有意に短いという結果であ聾、

それ以外の条件隠に差は見られな懸った。

　次に、条件ごとにブ蓑ヅクの効果を分凝したところ、すべての条群発おいて単線主動果

撃有意で轟つた．それぞれにつ韓て多重鋤較を行ったところ、いずれの条件で癒最霧の数

ブ陰ックにかけて欝灘の短纏奮見られ、それ以降は変化楚見られなくなるという結果で誘っ

た・特に㌔縫輪ド華条件では・最籍のブ欝ックで短編謬見られる蓬けで、それ以降は獣τ

はほぼ一定であった怨

暮．練習類鵜おける1嬢γの分新結果

　醗7は．5欝の鐙ブ駿ックのK灘咤の変化を示したものである．これらに録して練習条

件勝条件）x練習ブ諮ック（2§ブ蓑ック）の2要露分数分新《第2要毯藩麟応あ勢を

待った、その結果、二つ鐙主効果1条件潔づ．載3，轟き嫁ノ嚇，獅鱒雛1ブ駿ック藩魂紗葺5？，

護←轡琶蕗，野．総のと交互馨欝鞍越．鱗羅，轟き？藝総勢，野毒総〉撃春意であった・

　交互繹羅拶有意であったので、鉄筆のような下種検定を行った。震ず。ブ登ックごとに

条件の効果を講べたところ．第i齢ら第鱒ブむックにかけて条件の幾桑渉有意であ駄そ

れ以鋒のブ灘ックにおいては有意では惣熱った。単縫主幾果の晃られだブ碁ックにつ疑て

多重難較を行ったところ、最擁のきブ鰹ックに鹸けては㌔縫蟹傘欝条件藩叢も長く

縄墨欝鷲麓磁雑条件瀞叢も鑑く．それ以躰の3条件瀞この中鷺に位置するという結果であっ

た．それ購雛げ靭残かけては薩量麟鄭奪ビ条件のみ轍麟条件よ楠難翻

長雛という結果であった・

　次に、条件ごとにブ繋ックの効果を分凝したところ、すべての条件において単線主麟果

解有意であった、それぞれについて多重麺較を行った結果、㌔蠹毒詳条件、㌔縫灘醜男

条件．　騒書α磯繋♂塗条件の3条件では最擁の5浄ら7ブ葺ツクに浮けて短縮藩見られ・

それ以鋒1潅ぽ一定に懸るという共通の傾織潜見られた・一方・　｛｛鍵鑑鶏蓋難条件の場合は最

籍の2ブ蓑ックで舞鶴藩愛護るのに蝿し曳　戦縫麗総駕♂争条件では第欝プ讐ックまで矯縮

拶続くという、上記の3条件とは異懸る領海藩晃られた・
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欝．考察

i．パフ方一マンスの分蕎結果について

　練習によって有意な学習拶生鶏ていたこと解離らかになった．した麟って、以後の分籍

をする意味藩保護されたと言える農た窪し最舞の数ブ獲ックでパフ薄一マンスの海上は晃

られる壱のの、それ以降はほとんど変化が見られ嶽いので、諜題の難易度と恥う点で若干

の縫題浮あった1かもしれな窮窘

　保持テストの結果、　㌦雛豊驚豊鈴条件と《短蟹繊麗ざ書条件で保持インターバルに舞うパ

フ愛一マンスの低下熱見られたのに対し、飽の3条鉾ではパフ寒心マンス潜維持されるこ

と麟わかった．これらのうち．　麗齢む鷺雛撮鈴条件や㌔暮麗薇鍵鰺条件につ雛ては従来の

K嚢の頻度に臠する講究結果を支持するものである．　㌔畿蕊擁条件についても、利罵頻度

を5毒％と捲足した点、また実際の鵜濡パターン瀞㌔｛襟鑓鐙詳条件ときわ勢て共達して簸

た点を考えると当然の繕果と愚書える・ただ注§しなければならないのは、㌦膿餐竃誌ぎ

条件では董穣提供のスケジュール瀞練習パフ愛一マンスとは無闘係にあら静むめ訣まって

いるのに離して、　㌔¢1¢毒ず条件では濫畿を秘欝するかしないかを鞍験者轟身が決めている

という点である．この違いにも闘わらず、講者の懸に学習幾果の大きな遠軽は見られなかっ

た．このことは、藍鼠の効果を左右する要漿として．瓢嚢の頻度やスケジュールそのもの浮

重要なのであって．スケジ叢一ルを練習者霞身麟淡達するか舌かということは1本質的な欝

題では癒いということ壷示している。

　以上の纏果は、轟魏灘礎露董．の醗究結果と護ったく異懸るものである．このよう嶽結果

の違いの漂遜は．二つの実験濯で遂背後鐙フィー鮮バック構輻鑓録する必要度藩違ってい

たと疑う点にあると考えられる．諏麗臨畿滋．の醗究では、叢験者の讐齪でフィー詳バッ

ク憶報を秘罵する条件を、そのギくびき憾条件と鋤較し、前者瀞保持において優れている

と鞭告している．この結果に鰐し擬驚撫夢駿董．は、被験者欝身の講籔麟介入することによっ

てよむ深青、水準での構鞭魑蓬餅なさ蕊るために藻持において優れていたと解殺している。

しかし少なくと藪この実験に麗しては、この解毅は妥当ではないように想われる。な慧癒

ら彼らの実験では、実擦に被験者瀞フィードバック構報を秘露した頻痩は練習議蕎全鉢の

7％でしかな：く、こ轟ではヂくび麟条件と比較するにはあ豪毅こも少なすぎるからであ

る．つ談彗わずが？％では、フィー嘗バック溝鞭に対する被験者の必要度と実際のフィー

誉バック提供とのすれち麟い藩大きすぎると考えられるので轟る。ゼくびき藷条件の保持

テストパフ婁一マンス落懸がつた原醤は麹しろこの点にあるのではないかと考えられる。

　　《壕《購鑓雛ゼ事条件と薩《総む欝欝¢嚢鯵条件の保持パフ婁一マンス麟㌔磯雛難欝条件と

弩瓢鴛総鑓ど》条件よむ優れ、　㌔艦童路費条件と総量欝難簾¢ざタ条件鷺に保持バフ建一マン

ス鐙差藩晃られ懸いという結果は．ガイゲンス飯説に基づいたW量欝鴛搬蕊＄磁撫醸馨勢》

の考えを支持する繕果である．このように、テストパフ露一一マンスの分梅ではガイダンス

仮議の妥当牲を示している拶、練翼バフ憲一マンスでは、次のような不適慈説（蝉騒鍵蕊

翫籔謡嚢．欝翼）に捻った現象も見られている・
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基本的には条件による練習パフ愛一マンスの大きな違も、は見られな奮った拶、第iブ滋ッ

クに婁いては蝿魔鷺薦磁隠条件と共に㌦艦雛縫欝条件のパフ露一マンスも地の条件よ警

有意に劣って簸るという結果であった。このことは、学習窃難において、少なすぎる藍嚢

も聡題である藩、逆に毎癬K嚢炉提繧されることにも溺題撃あることを示唆している・す

なわち、不適慈説が想定しているように頻繁に藍嚢拶提供されることによむ邊剰に鶴舞し

ょうとして混叢していること麟考えられるのである。ただ．第蓋ブ糞ックのこのよう慧混

乱瀞保持テス｝パフ寒一マンス1こ影響したか紅ついては、今繕の実験浄らはこれ以上考察

することはでき1ない農

2、K鼠講欝方略について

　以上のように、少なくとも今羅驚いた運嚢課題の場合は、毎纏K嚢を鵜羅するよ多頻度

を辛分に減らす籔う瀞、あるいは≦｛鑪盤a鋪綴無条件よ警㌔磁鑓雛ぞ条件や騒麗鷺総磁鍛

条件の方藩保持を促進すること瀞誕畷された．では、鞍験者自身撃選摂した藍蓑灘驚方略

はこれらの事実に鰐癒していたのだろうか。

　今醗の実験では、すべての試行について選択餐許された韓人の被験者のうちの鶴人まで

解、すべての試行にお継て藍嚢を輯矯していた．また．実験に参撫したすべての被験者の

内省報告によってもこのこと麟確かめられた．この繕栗は．総懸驚縫滋．《緯勢》麟鞍告し

ている内容とは異なる繕果である。彼らの実験では、フィー琴バック締報の秘露を鼓験者

に趨薮さ量た場合は、全試行の7％し洋舞矯しな恥と輻告している。

　この差をもたらした原霞の一つとして、練習課題の性質の違い壷挙げること拶できる。

葺繊麗雑戯雄、の醗究で霧箱た議題は、アン夢一ハン誉によるボールの正確投げという離数

的緯鵬総騨磯作伽董難窪鱒課題である碗対し・本実験での議題は連続螂夕麟ン再

生課題である．撫鶴畿雛雛．の講究では、フや一ドバック構鞍として授球動作に臠する運

嚢学的なア欝バイスを与えている、しかし、ボールの驚確投げという課題では、投げ方そ

の壱の拶問題懸のでは癒く、その授げ方紅よってもたらされたボールの落下位置の髭確牲

を寓上させること熱雷欝欝標なのである。この場合は、授げ方に聞する運勢学的籟鞍は、

闘接的には意蕪撃ある浄も知れな恥瀞、ほ1とんどの試行で被験者にとって冗長な構鞭でし

かな加趨能齢高い．そ編こ餓てパターン離課題では・勤越方そ鈍の耀得
目標になっておむ、このような課題においては、今羅の実験でK疑として提供した構輻は、

敏験者にとって必要渡の高い繕鞭である。この違い撃遂行結果に関するフィー欝バヅク構

鞍の秘羅方略に影響したと考えられる。

　いずれに慧よ．本実験に聾する譲む、被験者藩選択した髭麹舞繕方略は保持を促進する

犠妨齢ではなく幡勘鋤騰った・金融鵬鵠た酪報鵠勲も聴
れば全試行で籔嚢巻鵜駕したいと考えている人の方瀞多く。これは叢験者浮実篠に採濡し

妨職業慰て幡．凝、・曲♂籍に綴る継承縄錐撚課搬隷’て優
叙転属だ｛麟暮難諺重縫魏舞条醗験して続紙被継妻講鍋鶴磯果では・醗碓

験した雑購読酪齢て幡舗饒ら縦茜鋭とは・撚者柵ずし臆識
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的に㌦騰蕊麟ぞスケジュールを採駕し艶のではないことを意妹している．護た、観嚢を秘

羅する時の鵯藪基準は人によって護ちまちであることもわかった。

　これらのことは、藍嚢麟講に翼する眼む、学習者瀞霞発的に採離する方略は曖昧でし浄

も妥当を欠いていることを示していると言えよう。した撃って、実際的な面につ籍て言え

ば、運動スキルの練習においては、翼盆の麟講に関する鰻り捲導者灘からの適騨な配趨禁

なされ惹ければならないことを示しているといえる窃

3．鋳聡麟な翻面について

　第iブ灘ックの縄養欝鷺欝磁路条件麟難の羅条件に鋤ぺて整襲丁瀞短いという結果は見ら

れたものの、それ以外では練習条件の違いは見られな滞った．これに対して紅灘では、練

習の繭拳において条件懇の差瀞晃られた．工藤《緯鰐〉は、運動学欝に浸ぼすヂ文1振干渉勤

果まと認知スタイルの鰯人差の構互作罵に翼する醗究で、今織の実験の華麗と髭叢質こ旛当

する纏縫を灘足している．その申で工藤は．一つの課題の轟を練習する条件においては、

認難スタイルの懇人差から予想さ為る結果は、驚嚢ぞよ診も毅畿τの方に反駿されることを鞍

籍している瀞、この点は今罎の結果と共通している。

　これらの結果については、次のように考えること瀞できる。隅一課題を連続して練習す

る場合は、課題で要求されて継る内容はあら浄葛めわかっているので、事前に動作めプラ

ンニングをすること撃できる・したがって、認知スタイルや今轡のような練習条件の違い

毒圭は整嚢壌こは反駿されにくいと考えられる．し齢し、たとえ織・一課題であったとしても、

実際の遂行は試行ごとに変動するので．遂行結果についての構撮には冗長姓拶低いと考え
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の選録瀞反礫されたのではないだろう毒㌔

　ただ．このような鋳購的な灘癒に麗する繕果と保持に録する促進的効果との閣遠牲をう

浄抄わせうような結果は、今騒の実験からは得られながっ艶。
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る要遜として、練習者の覇嚢露まさほど重要な意味を持たないことを示している・

　この実験で最も注欝すべきは．鷺嚢の舞罵頻度を減少さ量た方藩学轡形促進されるとい

う事実撃あるにも纏わらず、練習者はそのようなK鼠舞灘方略は採驚量ず、鬱しろ悉皆利

筋凝望艇こ授ある．こ鋭臆・運辮翫お騰胃審胸備榊重瓣麟
しては、捲導者灘のある程度の管理が懸要であることを示している。
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　ただし本文でも触れたように、運動課題の縫質拶異懸れば、藍畿に麟する必要獲麟変化
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対する練習者欝身の鞍籔の意味について結論を鐡す1こは、纏のいくつかのケースについて

の穣討をまつ必要瀞ある．
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第3章　練習スケジュール方略に臠する実験的検討

置．嚢的と仮説

　運動学習の効果を左右する重要な要露の一つとして、ある一定靉靆内に複数の動難を練

習するとき、どみょうな練習のスケジ漁一ルを緩んだ場合に叢も学習麟果浮上潜るかとい

う総懸熱涯目されてきた窃その背後には、　「スキーーマ運講逢やヂ文賑干渉雄といった講知

心理学的な運動学習理論の発展藩雛与してお彗．それら齢ら導かれる影多様牲練習仮説嚢

やボ文賑干渉効染謹という観点から．近年多くの講究麟行われてきた．

　鉄聾舞は、学習とは動搾の反復経験によって得ら為るフィードバック構鞍を基にその勤馨

に鰐癒するヂ知覚痕霧」を形成することであると考えられていた（ヂ醗潮路運譲まA姦纒，

鰺難）．これに録して＄轟盤醸聾簿〉は、練習者熱覚えるのは毎璽の動きに鐸う感覚では

なく、動搾を遂行するときに特定された勤かし方に麗する決定内容と、その時の動作結果

の縫係であると考えている（ゼスキーマ理講膿．翫難擁虚，轡？め・　罫醗整路礫譲」に基づ

けば、できるだけ麗しい動きを多く反復すること藩勇作の鬱鬱にとって重要であることに

なるのに録して、『スキーマ理議謡では遂に多様性に富んだ動きの経験こそ潜学習成立に

とって不可欠の要獲であるということになるくギ多様縫練習飯議誰、錘甑蓋鐘，鯵？勢。こ

のことに麗しては、鰺驚年代の後半浄ら鯵総年代に浮けて多くの蔽説検証実験渉行われて

きた．これらについては、工藤｛董静3）やV鍛細書欝綴蓉勢》瀞その観究成果の藪と誌を行っ

ている⑬

　それらのまと麟によれば、スキーマ謹議に基づく多様縫練習飯説は、必ずし転瞬確に機

誕されているとは震い難雛ゆその種由の一つとして注藝されるの拶、多様な動葬経験の練

習スケジュールである峰複数の動作を練習する場合には、鱗々の嚢維をまと鋳て練習する

やむ方と1ギブ灘ック練習」）、霊瞬ごとに動作を替えるやむ寿（ヂランダム練習糞〉と

が考えられる．驚雛蕊鑓鍵欝縫《鰺簿》は、練習の時に毎獲動作を替えることによって生意

る干渉（ギ文賑干渉雄、騒畿畿農鰺鯵〉は練習パフ露一一マンスを舞麟する瀞、保持と転移を

促進するという現象を鞭隻して経るび文賑干渉勤果」〉．それ以降、この文賑干渉熱果

は多くの講究紅よって確認されてきてお参、漢た、文賑干渉熱果が見られる原馨につ蘇て

いくつ抄の仮説撃縫鶏され、それらの妥当牲を巡って検証実験拶行われてきている。これ

らの講究については灘購灘凌｝擬製辮撃懸藩詳纏な緩観を行っている農

　このように、運麩学習における練習スケジューールの影響につ経ては、近年の認籟心理学

的な運動学習理論の発展と共に、重要な発見摯鞍魯さ蕊るように嶽ってきている。ただ・

練習スケジュールに聞するこれらの羅究では、練習スケジ漁一冷に僕1する仮議峯こついて讃

談を試みるというスタイルを採ってお参．超えばヂ多様姓練習優説講の検認においては・

一つの麩作だけを集中して練習するヂコンスタント練習謹条件と嚢作に変嚢を持た鷲た

罫多楼牲練習」条件の鷺較、豪た野文鰍干渉効果まの検護にお魏ては、先に述べたヂブ繋ツ

ク練習」条件とrランダム練習誰条件の雛較というように、実験者が齢らかむ齢設定した
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典整的なスケジュー旛を被験者に強麟してその学習婚果を銑較して蘇る・これらの醗究に

は、運動学饗における練習スケジュールの影響を考える上で見遷しては癒らない、壱う一

つの重要な縫題摩まったく考慮されていな駄敬それは練習スケジュー・ルに麗わる練習者灘

の要霞である．つまむこれらの講究では．練習者潜臼分の特性に感じてスケジュールを選

撮するといったメタ認離離灘面や、練習状混に癒t》て臨機にスケジュールを講整するとい

う柔軟さ麟まったく許されていない．舞えば、練習者餐確認の意練で毒う一撮反復してみ

ようと患っても許されなかったむ、遂にもう反復は不必要と思っているにも拘わらず反復

蔭強麟されるといった、練習者の要求とスケジュールとの輩離瀞十分に考えられるのであ

るむ

　文賑干渉麟果に関する講究で、練習者鰭の要饗を考慮した羅究拶最近報告さ轟ている。

驚垂簾幾蕊写麟醗¢麟膿塾縦《珍鋤は、文蘇干渉効果と衝動型一熟薦型という認知スタイ舟

の懸人差との交互作驚にっ爺て講べた．課題はコンピュータディスプレイ上のトラックを

カーソルで墾ラヅキングする課題で、衝動型と熟慮型のそれぞれの被験者において文賑干

渉効果を調べた．その結果、文賑干渉による学習の促進効果は熟慮型の譲験都こおいて減

少するという結果であった．また．衝動型の鞍験者にランダム練習条件を課すことによっ

て、熟、慮璽の学習スタイナシに逓づき、ぞれ拶保持を促進すること拶示された。

　このように、勤果的な練習スケジュー乃を考える上で衝動型一難癒璽という認知スタイ

ルの懇人差餅重要な要馨になっていること麟承されている毒ただ、この醗究で驚墾た課題

は、遊跳する経路の譲憶課題ともいうべき課題であ参．綾鉾の運嚢課題とはいい難い面懸

ある．そこで工藤は｛欝欝｝は、難き手の往復運動のパターン再生課題を驚いて「文賑干渉

効果雌とド徳動璽・熟癒型葺という認1矯スタイルの鰻人差との交互作羅について講た¢そ

の繕漿、鰻灘盆蕊V罐麓蟹藩曲麗y《鯵葱勢の鞭告鑓様、　ゼ衝動群雄では顕著な文賑干渉効

果懸晃ら齧る解、　ゼ熟癒講話では文賑干渉熱果は晃られ癒いという結果を欝ている離

　豪た§盤織蕊ぬ醜襲璽鯵甥ま、タイミング課題の学習に及ぼす文賑干渉効果を講べた醗

究の申で、習熟護のち浄いや性差の効果についても検討している。その結果。女雛におい

てのみ、転移課題にお躰て文謙干渉勤果潜見られるという性差と文賑干渉麟果との交互作

罵の存在を墾らかにしているが、習熟度との交互作欝は見ら歳額熱ったと輻若している・

　これらの講究は、ヂ文賑干渉幾熟には適性甦遇交互作馬韓賢1窃艦雛轟轟翫舗，璽勢？》

が麗与していることを示している・すなわち、練習スケジュールの効果を考える豫には・

学習理譲から導き鐵される練習スケジュールだけではなく．学習者灘の燧人差を考慮しな

ければならないということである・

　練習スケジュールの麗題とは異なる熱、運動学習における付撫約構鞭の提盤の仕方と学

習劾桑に囃する醗究において、最近次のような醗究解報告されている。轟盤磁賦絵蓋轟勢鯵

は潔一ルの的当て課題の学習において、あらかじめパフ婁一マンスに臠するフィー蓼バッ

ク縫鞭の鍵盤のスケジユー疹麟決誌られている条件の飽に、綾験者の鵯藪でフィードバッ

ク構鞭を秘露するという条樽。壽よびそのヂくびき藩条件を換えて箆較を行って継る⑪そ

の結果、綾験者の舞懸でフイ“ドバツク構鞭を麟羅する条件の学習効果瀞叢懸優れている
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ということを鞭告している．この結果に対して綾らは、露分で種麹精報の秘罵を麟御する

ことがよ彗深いレベルの構輻鎚選を愚たらし、そこと瀞保持を促進したと解験している．

　ただこの講究では．被験者は練習試行全体の7％でしか繕鞭を耕濡しておらず、　暫くび

き遷条件と箆較する毒こはあまむに壱頻度撃少なすぎる．した瀞って、フィードバック縫輻

の頻産そのもの藩重要なのか．譲験者の要求に慈移てフィー髄バック構鞍を提躾すること

瀞重要なのかにつ簸て結識を導くことはできない。

　高麗雛競麟、の醗究で盤撫的構鞍の自発的秘灘頻度瀞妙な熱った理由は、その講究で提

盤している韓撫麺棒鞍藩、学習都こは冗長性の高いものであった瀞らであると考えられる．

そこで工藤は｛鯵露》、運動再生課題を欝恥冗長性の低恥付擁構報を擬供することによって

学習者の付趨構鞭利矯方略《この醗究における付撫的椿鞭とは貯結果の知識：駁恥のこ

とである〉の意蘇について再検討を行った岱その結果．鯵警％猛襲よむ、欝％K嚢め方葎保

持麟優れているという、鍵来の叢叢縄欝頻度に間する醗究と織織の結果撃得られる一方で、

内省鞭告では、ほとんどの綾験者藩悉皆燐欝方略を志薄し、実隊の練習においても、ほと

んどの綾験者藩悉皆灘馬方鰭を採羅するということを鞭告している．また、繁％の髭畿秘

罵頻度に統一した場合、秘欝スケジュールを強麟された場合と自分で決めること麟許され

た場合とで学習楚果に差撃無いとむ、う、事議欝麹磯譲．とは異なる慈果を得ている。これら

の結果は、付撫精報の秘罵に麗する霞む、学習着姿自発的に採霧する藍畿秘罵方略は、運

動学習に及ぼす藍嚢秘罵頻度の影響に麗して実験緯に瞬らかにされてきた事実とは必ずし

も…致しないことを示している爵

　本醗突の目的は、複数の運動課題を練習するとき、学習者嚢勢拶選議する練習スケジューー

ル方略藩．文蘇干渉熱祭に麗してこれまで瞬ら浄にされて蓉た実験的事実と共選するの奮

を窮らかにすることである．また、その練習スケジュール方略撃どのような壱のであ凱、

従来の実験で灘墾、られてきた典型鋳な旺ブ窪ック練習諜条件やヂランダム練習」条件に比

べて練習パフ慮一マンスやテストパフ藩一マンスと比べてどのような翼係にあるのかを瞬

らかにすることである。

　また今蚕は．転移適慈嬢理《鍵雛認鍵鯵欝欝鐸董鑛毒欝欝鵜麗泌霧1縫蟹漉，縫誠，豊郷7〉にっ雛

ても検謎する．これは、練習鰭の構鞍鑓理方式とテスト時の構鞭鎚運方式の共選牲がテス

トパフ露一マンスを決定する一つの重要な要馨であるとする考え方である。このことが歪

しければ、練習時のスケジュールとテスト鋳のスケジュールと瀞舞一浄盃がでテストパフ言

＿マンス炉左右されると考えられる．本講究では、被験者にあらかじめテストスケジュー

ルを遜饑しておいた場合紅、それ紅鮭癒した練習スケジュー・ルを採擁するのかにつ静て愚

あわ重て検討する．

叢．方法

i．被験者

　総才がら2嫁までの大学生男女難名を被験者とした．全員浄書蕎き（ベンを持つ方の手〉
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である。

2．学習課題

　難き手の薩i線的前後勧によって、ディスプレイに表示されたターゲットパターンを再現

すること麟課題である。ターゲットパターンは、縦軸を移動題離、穫軸を漸要鋳灘とする

グラフによって表示した（馨i）む3つの異なる歩一ゲッ整パターンの学習を要求した拶、

襲からわかるよ鱗こいずれの動作も墨往復運動である点で共通してお拳、新む返し難点ま

での距離と需要蒔鷺瀞そ轟ぞれ異嶽っていた．以下に、それぞれの課題における新修返し

地点までの移動錘離と醗要時鷺、浸ぴ響き返すときの醗要詩経を示しておく。

　課題A：折む返しまでの錘離綴蓋鰺灘難、新む返しまでの需要詩想雛鴛撚¢畠

　　　　　引き退すときの漸要詩聡慧鷺灘¢書、勝要鋳縫全体擁％難瓠

　課題馨：新む返しまでの錘離業憾簸難、新参返しまでの辮要詩想器質欝¢窃

　　　　　強き返すときの所要時聡警簿灘¢癖．勝要鋳鷺全体輩雛紬齢む

　課題C：摂む返しまでの題離畷鱗搬灘、新む返しまでの誘要鋳鷺皿蕪灘購

　　　　　醜き題すときの辮髪鋳懸盤7？灘鬱鬱、漸要鋳懸全体畦欝欝ε葛

　被験者に耕し、右手でペンを保持し．ディジタイザー上に作成された直線の溝に沿って

ペンを移動するように教示した．綾験者の志手の動きは、ペン位護のX，Y座標鐘を嚢象23麓

を介して《サンプ華ングシート鶴翫）灘ンビュ一夕に入力することによって灘定した。

　髭灘ま、このようにして誹濾した巻手の移動パターンをグラフ乾し赴ものを、前述のター

ゲットパターンにスーパーイン壌一ズすることによって提示した。

3．手続きと実験条件

　豊つの課題につき練習を勢響ずつ．3課題合計で蕗§毬の練欝を行わ慧た。欝試蒼をi

ブ滋ヅクとし、3ブ賞ックに分けて実擬した・すべての試行で叢叢を提僕した・ブ縫ック

麗インターバルだ1うは三分聡と一律に設定した拶、ターゲット提示から鍵搾麗蛤までの詩

鷺《猟τ扱ぴ懸観察鋳歎髭灘総長さは被験翻身が決定し臨練習終了後（蓬後テス

ト）と鱗鋳懸緩く保持テスト）にテストを行い、操持テストに醜き続き転移テストを行っ

た．転移テストにおいては．練習で経験してい慧添3つのターゲットパターンを灘意した。

テスト試行はiつの動作につき錘試蕎、台誕器試行であ馨、叢叢は与えな熱った。

　実験条件として、練習スケジェーール要鐘3承準、テス事スケジ講一ル要馨慧水準の2要

霞を設定した。

　練習スケジ簿一ル要馨の3水準は以下のとおむである・

　ヂセレクト練習雄条件：　機験者蓉勢に練習スケジュールを決定させた。i試響の手顯

は次の通経ある．歎スプレイの　翻蘭には、3つの課題を表すアルファベット篠

i課題をA、第2課題壷β．第3課題をOとした）潜表示され、被験者は毎織凌の練習課

題をど編こするか選殺しだ．漢に、被験者渉ペンをディジタィザー土鈴スタートェ1ナア内

に入ると、選検した議題のターゲットパターン藩ディスプレイに現楓ペン瀞スタートエ

童声アから繕た蒔点で消えるようにした窃再ぴペン藩スター筆工琴アに戻った鋳点焦デイ
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スプレイには嚇果を見る」と軟へ進む藩の二つの選択瞭薩示されるようにし、鞍験

者にいずれかを選択させた（選択駿の文章の上をマウスでク瞬ヅク〉。　ギ結果を見る」の

方を選択した場合は痙ぐに鼠嚢を提示し、r次へ進む塞の方を選択した場合は叢盆を表示量

ずにそのまま次の試行へ移行するようにした．手の移動の露嬉のタイミング、鼠麟彌の

鵯漸、鼠籔を見ても、る聴聞、試行聡インターバルは全て被験者自勢に懸藪さ量た。

　ヂランダム練習遷条件：　3っの甦俸パターンをランダムな顯序で練習した。ただし、

講一の課題潜2度連続しないよう紅藍濾した．

　ギブ醤ツク練習遷条件：　餐動作パターンに鰐する灘試行の練習を、それぞれ一つのブ

灘ックの中で連続して行った窃ブ欝ック練習の顯淳1勤果を権殺するために、A一愚心・C、

欝一C－A、C－A一欝の三つのブ欝ック練習条待を設け、それぞれに鞍験者を講数ずつ

離離当てた．

　操持テストと転移テス番のスケジ講一ルに臠する要霞の二水準は。以下のとおむである。

　ヂランダムテスト議条件：　3つめ動作パタ～一ンをランダムな籐序でそれぞ轟§懇・計

蔦醤テストした融

　断ブ潅ックテスト遷条件：　各動作パターン蛋こ擁する灘聾のテストを・それぞれ連続し

て行った．ブ獲ックテス塾の籏寧効果を橿殺するた誌に．A一聾心C、！B－e－A、C一

底一鷺の三つのブ灘ヅクテス峯条韓を設け．それぞれに敏験者を講数ずつ割聾当てた・ブ

欝ック練習条件の場合は、三つのブ灘ック練習条件ごとに三つのブ實ックテスト条件類で

きるだけ編むなく鰐恋するように醗癒した⑳

　以上の2要霞の績み合わせによって構成される六つの条件に、被験者を㌶人ずつ離む当

て、　ギセレクト練習一ランダムテスト韓翫譲〉群落、　罫セシクト練習一ブ賞ックテスト

《＄鷺も嚇〉群」、　ヂランダム練習一ランダムテスト（畿難簸壌〉群」・　ヂランダム練習一

ブ欝ックテスト（灘》灘壌1警護誕ブ雛ヅク練習一ランダムテス｝⑱LK載〉群まヂブ謄ッ

ク練習一ブ賞ックテス事雛L髭毒〉群謹の馨欝を編成した。なお練習に先だって、テス

ト試行紅おいて藍嚢解入手できないこと．またその被験者靉靆む当てられたのテス駆スケ

ジュー勘条件の内容についてあら抄むめ伝えておいた。

　簸後に、練習スケジューールについてインタビューを行った。インタビューの内容は、練

習スケジュール要露の条韓によって巽嶽っている。　籔セレクト練習雌条件の綾験者には。

その被験者懸採縛した練習スケジュール方式の理麹、　罫ランダム練習条件淫とヂブ聾ック

練習条件まの被験者には、その被験者解艶参聳てら轟た練習スケジ漁一ル条件に対する感

想と、毒し灘分で練習スケジュールを決めること瀞できるとしたら。　ギランゲム諜とゼブ

欝ック諜のいずれのスケジュールを選んだか。またその理密について質絶しだ。

尋。敏存変数

　練習及がテストパフ方一マンスの捲標としては畿継§鷺《鐙競灘磯簸鱗難雛¢酵蕉麗》を羅雛だ㊨

ディスプシイ上におけるターゲッ》パターンと再生パターンのずれを面積で表した懸ので

あ蟹艶艶雛轟豊．欝欝｝、ディスプシイのドット数で表した。蒙た、練習中の鍍験者の縛麗
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の縫い方を示す指標として、ターゲットパターン撃ディスプレイに表示されて浄ら・動作

潜騰蛤されるまでの鋳懇建嚢ぞ〉と、監籔を観察した蕗賜（紅嚢麟とを欝欝単粒で灘足し

たゆ

盤．結果と考察

蔓．　ボセレクト条件達の練習スケジュール方略

　最擁に、ギセレクト条件」の被験者瀞実際に採離した練習スケジュールにつて示す。ど

のような練習スケジュール方略を採篤した餐を表すため、蕗§試行を餐試霧ずつ六つのサ

ブブ窪ックに分け、そのサブブ譲ック轟での課題変更鰹数の器試行に慰する欝金を被験者

ごとに算墨したゆこの捲数はilから欝馨の範霧の値をとむ．纏瀞大きくなるほど課題を頻

繁に変えたことを意練し、魑毒叢小さくなるほど課題を変更量ずに連続して練習していたこ

とを意瞭するものである・以後、これをrランダム捲数遷と響ぶことにする・

　表iは、　野セレクト条件遷の2群のランダム捲数を被験者ごとに示したものである普こ

の表を見ると、本実験のブ讐ック条件に穰塞するヂプ縫ック方略壌、少ない試行数の単位

でブ諮ツク化をしているボ小ブ資ック方略ま、本実験のランダム条件に権当するヂランダ

ム方略ま．小ブロック浄ら徐々にランダム化していく駐灘進ランダム方略ま、小ブ縫ック

で行峯、、テス｝薩離のみランダムに燐馨費えるゼ最終ランダム方略蓬など、彫、くつかのパ

ターン形見られる．ただし、この内ランダム指数で緯§と表示されて蔽いる麟、そのほと

んどは実隆には鏡則的癒顯序で課題を変えているものであ甑ランダムと疑うよむシリア

ルと表現すべきものである岱

　これらの結果浄ら、典型的なブ駿ヅク練習やランダム練習を採遷する人は。藪とんどい

ないこと、灘進ランダム方略は麗監婁群に多く．小ブ灘ック方略は醗瓢愚群に多く。まiた

最終ランタム方略は、いずれの群にもわず趨こ含まれていることな：ど瀞わ参る。このよう

に、講じセレクト条件であって愚、テスト試行のスケジュールの違いによって採矯された

方酪麟異糠っていること麟わ浄る。

　そこでこのことをさらに確かめるために、最終蕗試行に醸ってランダム捲数を算墨して

みた（表i〉．その結果、いずれの群の指数も高くなる領海拶見られ、特に§鼠壌群では、

テス麟壼誌にほぼ全員瀞シ瞬アル方略に塀警かえている・このことは・テストスケジュ騨

ルに臠する事羨精鞭に応移て．それに鷲癒するような練習スケジュールを採現していたこ

と麟構える．ただし、テス｝瀞ブ縫ヅクスケジュールで行われる＄難毒欝にお継て壱。ラ

ンゲム化する髄醗旅る．これは、灘こ示す方略選籔の理獣臠す確答船瀬達

していると考えられる。

　上記の方略選蟹の理蜜について質岡したところ、以下のような穰答瀞織られた。

　舞ヂ小ブ鰹ック方略諜抄いいと患う選曲は、一撮にボ慰むをつかむにはある程度連続し

た方藩いい憾というものであったゆ

　鱗ギランダム方略達をだめとする理密は・薪i曝ごとでは感動奮つかめない膿ギ濃鼠す
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る諺　ヂ前の練習の結果を次に利駕できな麸諜　「結果に基づいて修延してそれを確かめたい

のにできない」というものであった。

　3ジプ簑ック方略藩をだあとする理密は、一様にボ叢籍に練習したことを恵れてしまう

浄ら」というものであっだ．

　禽ヂ潔進ランダム方略諜と影小ブ誰ック方略まを選んだ理趣は、ゼブ薩ック方略藩の欠

点を補うための方法という内容に闘達するものである．

　懲「灘進ランダム方略藷で後事に毎弼課題を替えるようにし菱瑳逡繧、　rテストスケジュ

ールの予蒼3　ダ前に練習した課題を患秘だすた鵜藩ヂ本当に覚えた浄確認するため藩　「変

惣に耐えら蕊るようにするため」　ギ3課題を雛較するため諺ヂよく考えてやるようになる

のでいい」というもの瀞含まれていた。

2．練習方略菰鬱する質購への縫答結果

　ランダム練習条件の2群とブ護ック練習条件諺2欝に鷲して「ランダムとブ鞍ックでは

どちらを選ぶ浄？雌という質闘をしたことに慧する醗答を集計したの瀞表2である．全鉢

にブ澄ックスケジュール撃選択される頻海にある麟、自分撃韓験したスケジュールに窮ら

かに影響されること瀞わ齢る．次に、　「小ブ滋ックや漸進ランゲムと箆ぺてどうか？雄と

いう遮撫の質疑をしたところ、表3のような結果であった．このことに麗する露答は、霞

分麟体験したスケジュー・ルに強く影響されておむ．ランダム練習条件の援験者は嶽進麹ラ

ンダム方略を選択するのに薄し．ブむヅク練習条件の鞍験者は典型的なブ蓑ック方略瀞小

ブβック方略を選択するという繕果であった。

　また、上記の方略選譲の理由について質観したところ、以下に示すとおむセレクト条件

で得られた躍答と属様の内容であった。

　聾罫ブ賞ック諜か罫小ブ欝ック雄餅に麗わらず、連続して練習した方瀞い魏と患う理由

は、一様にヂ感じをつ静むには集中し驚方麟いい誰というものであった。

　2》ヂランダム誘をだ誌とする理由は、　ヂ主瞬ごとでは感慧撃つ1かめなむ擁　ヂ混鼠する謹

という壱のであった窃

　3》ヂブ欝ツク」をだめとする運由は．一・様にザ最撫に練習したことを忘れてしまう瀞ら誰

というものであった鯵

　曝ジ海進ランゲムまと「小ブ欝ック」を選んだ理密は．覧ブ灘ック藩の欠点を補うため

の方法という内容に闘達するものであった．

3．裟鍵襲1の綾羅

　次に．先に述べた絃存変数に関する結果を示す．往来の文懸干渉に関する醗究に習い・

獣のよう蠢愚蓬を行っだ聾各課題における鶴試餐の練習、及び直後．保持、転移テストに

おける蓉試行壷豊セットとしてまと麟《練習緯セット、直後、保持、転移テス｝各蓋セッ

ト）、各セットごとの代表纏として蓉試響の平均鐘を篤いだ．このセヅトごとの代表纏を

3課題懸で率均化した懸の崔セットパフォーマンスとして表した・

〈弩練習難
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　穰2は§群の鯵セットの練習パフ婁一マンスを示した壱のである窃これらに鰐して練習

スケジュール要霞（3；承準〉×テストスケジュール要獲（2；承準）xセット（欝水準》の

3要鶴分散分断（第3要馨潜慧応あむ〉を行った・その結果・練習スケジュール要羅轡欝

欝．窓欝，縫←2藩6，断．馨総》とセット要遜聾拶畦欝．毅馨．轟き第鱗，登欺碁総｝の主幾桑か春意であっ

た．それぞ為に薄して多重銘較（饗嘘麹法｝を行ったところ・練習スケジュール要霞では3

条件慰すべてで春意差藩見ら蕊、ブ縫ツク練習のパフ建一マンス瀞最も優れてお駄ラン

ダム練習のパフ憲一マンス摩最も悪く、セレクト条件撃この串縫に位置すると疑う繕果で

あ旋．セレ外条件榊愚准覆したのは、前述したように完全なランダム練習方略を

採駕した人形ほとんどおらず、多くの綾験者瀞小ブ欝ックあるいは議進ランダム方略を採

羅したことによるものであると考えられる。

　またセツ塾要馨では、前事の縷セットまでは、すべてのセット縫との春意差藩見られた

藩、それ以鋒は隣接セット聞での差は見られず、叢後の3セットではセッ｝懸の差は晃ら

れな浄つた．このように、練習による有意のパフ意一マンスの海上拶晃られ艶撃、その紳

ぴは羨半で著しく、獲辛は定鴬状態に入る靉靆拶見られた。

（2｝テスト簸

　騒3は、直後テストと保持テス確お1洛§群のセットパフォーマンスを示した勧で

ある・これらに薄して．練習スケジュール要馨13水準〉Xテス恥スケジ慌一ル要霞《2

承準〉Xテス｝難《2水準〉の3要霞分散分籍（第3要毯解離慈あむ）を行った。その結

果、練習スケジ＿膿胸主効果｛欝嚇、観，騨瓢2纒，卜．㈱〉とテス塒鞭幽摘

果鉾置講．窓欝，農←2ノ縣，欝．総懸．及び練習スケジュール要幾とテス事スケジュール要石の

交互搾罵麟有意であった．このうち、テス｝時簸の主麟果は。穣浄ら離ら瀞なように・保

持イン外バナ流よって全体としてパ残一マンス鳶職下する慕濾うことである・次に

交互作繕麟寓意であっ艶ので、下位の換定を行ったところ。練習スケジュ鱒浦要霞の効果

はランゲムテストスケジューノ紛蹴の鮪意で勘、ブ靭クテス綜ケジ講一ノ紛場

合は有意でないという繕果であった．ランダムテストスケジュール条件に麗して。練習ス

ケジ諜一ル要石の3条件の多重姥鮫を奢ったところ、ブ潅ック練習条件の轟藩飽の2条件

よむ有意にパフ露一マンス瀞劣む、懸の2条緯聡には差瀞見られな躰というと熱う結果で

あった・すなわち、ブ露ック練習条鉾のテストパフ慮一マンス潜劣るのは・テストスケジュ

ール拶ランダムの鋳であむ．テストスケジュール麟ブ澄ックの場合はこのような駆わゆる

文賑干渉劾粟は見られ意いということである。

　麟羅は転移テストにおける§条件のセットパフ露一マンスを示したものである。これら

に麟して練習スケジ議一ル要浅《3水準〉xデストスケジュー痴要霞（2承準）を行った

結果、すべてにおいて春意の髄醗ら縦（練習スケジュ一腰羅：醗簸・夢2緬

　断、静2；テストスケジュール要遜：酢3陰欝嘩群笠メ衡鐙駿麟3；交互作罵：鮮諺・薦巻・遠鋲2ノ

撫，漸．静麟。交互搾繕に有意の纏縫瀞晃られたので、下位の検定を行ったところ、練習

スケジュール要馨め幾果はランダムテストスケジュールの鋳にの轟有意であむ、ブ賞ック
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テス歓ケジュ＿ノ紛場合は誌で熱篠と募・旛果であっ為ランダムテス隊ケジュ｝

ル条件に麗して、練習スケジュ回持要渥の3条件の多重鋤較を行ったところ・ブ農ック練

習条件とセレク｝練習条件露のみに有意な差瀞見られた・すなわち・ブ讃ック練習条件の

転移パ残＿マンス挽レ外練習条件よ携る磁・テス砿ケジ　勲糞ランダ鱒
時であむ、テストスケジュール瀞ブ滋ックの場合はこのような文賑干謬幾桑は見られない

と疑うことである。

欝．全体的考察

　パフ愛一マンスの結果と1、鞍験者瀞採譜した方略に聞する結果とを燧購に示し。それぞ

れにつ魏て考察を行ってきた麟、最後に講者を麗連させて全俸的な考察を行う。

　本礁究で設定した学習課題は、パフ慮一マンスの分新の結果瀞ら・テス｝スケジユーール

瀞ランダムの鋳にのみ文賑干渉効果潜見られること解離ら浄で轟る・本講究で総題にする

のは、被験者に練習スケジュールを渓定させた場合、テストスケジュールの違樋こ応じて

テストパフかマンスを高く保つ語帳も翻嫌習スケジ　ル騰を観するか・

あるいは不適燐嶽練習スケジュール方略を羅遷する奮という点である。

　叢も注欝すべき点は、これまで文無干渉実験で購いられてきた典壁的なブ欝ック練習に

灘当する秀略を採矯する被験者は．セレク｝条件の綾験者瀞実蝶に採飛しだ方略で見る鰻

む、瀧んど見繍ないと輔詑である．ただしイ渉雛一賭する酪では・典
型雑なブ騰ック練習方略を選択する被験者瀞ブ軽ック練習条件の鞍験者に存在している。

このことは．一つは、質翼に慰する醤答瀞、自分潜体験した練習条群に大きく影響さ蕊て

お雛、練習顯1事につての考え方藩それほどしっかむした懸のではないことを舞わ量る。ま

胴蹴、識融懸伽べ艇は、一つの課題を齢した騨覚え練る硬1ま熱’
抄と考える大藩いる恵のの、実際に練習するな浄では、そめような方略をそのまま羅鋳る

ことはほとんどないということである．いずれにしてもセレクト条件の被験者瀞実際に採

欝した方略は．ブ灘ック練習の欠点に臠する限彗被験者は葦しい選択を行ったことを示し

ているな

　更に注鬱すべきは、典型的なランダム練習方略を採離した被験者もほとんど見られな懸っ

たという龍で励、被験都穣極蹴翻駿のは藷進ランダム描赫ブ醇妨
略である．では．こ嚇略選撫翻しか旋の蕊ろ袖・鞭磯菜揚は・テス博

ランゲムスケジ　ノ峰件騰る飴に聞しては．この選撚鹹し加たと眈る・麗

なら．テス獅フかマンスではラン弘獺条件と購酬フ加マンス筋警・転移

テストにお雛ては、セレクト条件の轟藩ブ饗ック条件よむ壱優れているという結果であっ

た瀞らである。

　　就．テス欧ケジールの愚竃麟て被験者耀訳し誌略縷なっていた鼠こ
れは実際のパフ薄一マンスで練習スケジュールとテストスケジュルとの聡に交互作罵拶晃

　られたということと対応しておむ、　覧転移適慈難理まという観点からは興蘇深蘇結果であ

る．ただし．テストスケジ　騨ブ靭ク騰る場合は文辮渉幾果醗脇ていない

一　欝　一一



のであるから、その場合はいずれかの方略に選択瀞偏る必然性瀞な墾、にも参かわらず、実

際には小ブ鑓ック方略に傾斜していた、このことは、今露の鞍験者は、デストスケジ藷一

ルによって文賑干謬効果の鐡方藩異なると麸うことに麗して、必ずしも認識はしていなかっ

たように思われる韓

　このように、今羅の結果は、従来の交譲干渉実験で矯蕎、られてきた典型的なブ灘ック練

習やランダム練習という壱の瀞、練習者の立場浄らは実擦1こは藪とんど繕いられない方略

であるということを示している。練習者が欝魁る練習方略は、この車懸型の小ブ謄ツク方

略奮、灘進ランダム方略であった．では、この方略選挨麟妥当なものであったのかという

点嘉こついては、　2点指擬すること藩できょうむ

　一つは、セレク塾練習条件のテストパフ意一マンス拶ランダム練習に麺敵する壱のであっ

たこと、さらには転移テス》ではブ灘ツク練習に箆ベセレク｝条件の轟麟有意に勝れてい

たという点を考慮すれぱ、綾験者の選籔した方略は妥当なものであったということである。

もう一つは、練習スケジュ転結ルの効果撃テストスケジ甑一ルによって異なるという点につ

いて‘も、一定の認識瀞あったように思われる点である昏最終碁試行のランダム指数は、

＄難レ盆欝と麗し癩群で瞬らかに異なっている鐸このことは、テストスケジュールに関する

事前縫報に感じて、それに封恋するような練習スケジ講一ルを採篤していたことを偲わ量

る．走だし、後者については、ブ資ツクテストスケジ誰一一ルのときにランダム練習とプ資ッ

ク練習との漢1係潜逆転するというのではなく、単峯こ差麟なくな1るというこ，とであるので、

擬言は避けるべきであろう燈

　最後に、方略選択遷由に麗する質縫に対する恥くつ齢の轡答について述べておきたい。

前達したように、テストスケジュ一掃炉プ欝ックスケジェールである醗L毒欝においても、

ランダム撫する傾向形見られた。これは、ランダム化した理由に関する質縫に難して、

ボテストスケジュールの予行講　ボ羨鑓練習した議題を懇継だすため講　「本当に覚えたか確

誌するため諜ヂ愛盛紅耐えられるようにするた誇露ボ3課題を箆較するため3「よく考え

てやるように捻るので蕎瞬擁という懸の麟含まれていたことと符合する。これらの醗答内

容は、これまでに認知心遷学で考えられてきた記憶に臠する理論とそれぞれ共選してお駄

ギメタ記鐘藷という観点浄ら．極鋳て興蘇深いも鐙である俳

　この点壱含訪て、今後縷説しなければならないことは、今響のセレクト条件の学習効果

の原霞拶、ブ灘ック練習を小さい単粒にすること、あるいは嶽進的にランダム練習にする

ことによってえられたもの糠の浄、それとも被験者撃練習の斌1溌に癒移てスケジュールを

自分で法定したことによる壱のなのかを聡らま聾にすることである。この点に臠し、先の

K裟実験では、学習熱果瀞得られた潔質は被験者農身憩鞍懸よむも、髭鷺スケジュールその

癒のにあるということをうか1撃わせるものであっ註窃このことと欝様の結果瀞霧られるの

浄、あるいは学習現象によって異懸るのか、極めて重要な閣題である。

礪　群馬文献
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第嘆章　練習スケジュー陶の違いと脇旛方略の麗熱に聡する換討

i．目的と仮説

　運動学習におけるヂ文賑干渉劾票」に麗しては、これまでに様々転瞬親藩試轟られてき

た撃、それらは離籔で示したように全て運動遂行時の構鞭難理の観点からの解毅であった．

本実験では、協慈方略の違いという観点から、文雅干纏麟果の療溝について綾講ずる．慧

おここでは、練習スケジュールの違いに感じて練習者渉擦鱗した豪勢の協癒のさ鷲右鈴こ

とをヂ協慈方略雄と呼ぶことにする轟

　鍵来の文賑干渉懸果に臠する醗究では、身捧の一つの離鑑の動きの学習老講究の舞象に

したもの麟多く．身詰の複数の薬種あるいは全身揮灑与する運動課題を鰐象にした壱のは

少な：い．またそれらの講1究でも、運動バフ寒一マンスは分締もている撃、それを㌻み灘t

た身体の動きの協応盤そのものは分新していな熱．し毒・し、課題遂蒼のた紡に舞舞紛擾数

の離整の動き熱闘与している運動課題では、紅ブ讐ツク綾響」とヂラン夢ム練習誰という

文賑干渉効果に臠する醗究で繕いられてきた典塑的壌二つの練習スケジュールの麹で、漢

に逮べるような協慈方略め違い潜でてくると予想される窃

　ヂブ蓑ツク練習まとは、　iつの課題を集中的に練習して一定のバフ愛一マンス鍔纏萎二が

得られてから購の課題の練習に移ると纏う練習スケジユ“ルである・この練習のや弩右だ

と、それぞれの課題を遂行するのに最毒やむやすいフ寒一ムを課題ごとに脅に纏鯵ていく

と考えら翻る．した渉って、複数の課題のそれぞれに鰐癒したフ愛曲ムは夢裏いに独輸した

ものである薄能牲が勘．こ編こ観て移ンダム練翫では譲数の課題壷邊撫して練

習するので、それぞれの課題遂蕎のためのフォーム麟葦いに影響を幾ぼし合疑・籍繋麟に

ボブ雛ツク練習誘とは異穣るフ輩一ム拶形礒されると考えられ巻。

　このように、練習スケジュー燕の違恥は課題遂行のための縫鞭靉靆だけではなく．全身

協嚇略畢誌影響を及ぼしている携え強、講こ矯蠣纏螺を継起こずつ
の綱騰る響能轍偽る．鞠食盛馨凌臨毯灘難の酵ミントン薦蝋の炉ブ酵

習を実験課題とした醗究は、全身鑛慈課題を整った数少ない欝究の’つであるが・ぞこで

1調確敏騰渉螺鵬脇て幡．勧蘇備後臆諏紛よ擁協麟麟違
いという壱の奮闘与していること麟考えられる瀞、残念な瀞らその研究では・サ融ブ勤鐸

その勧の分続行っていな紛で、この献つ純線すること艇きな匙’・

とこ蟹、第璋で搬続よ籏、少数麟ラ寿鰯講齢鍵したこ縮⑯
騰学翻究購鍋灘筋．殿盤動麟秘鋤鍋醗灘の’階齢鯵
るこ雛よ嚢．慧轄ぎ難奪婁¢綴鮒鰻紛が離離凱磯解艦鵬莞ず欝欝

行われるようになってきている・

蘭書蓄鶏雛¢雄鶴竃蔑董．｛豊郷ま、スキースラ露払麟ルをシミユシー湾ンす磯髄蜘

て、嚢¢，醸，竃毒撫鵬震る錫齢翻碑野暮姻こ熱る麟翻難に側て綾

訊た．すな紡、蟹麟講酵獣紳循離鶴董鍍購を・離離ど鉱
う1こ轍漁，る帥糊ら鰯ることで熱そ磯菜・練醐郷魏麟鋤き
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耀定続騰動纏綿を強め駅昌こ却電離を挽くして鴨琵、し帆
それ以降の練習によって・よむ多くめ縫簾が秘鶏され、連結も聡敏され、藝塗嚢藩増大す

るという、露礎難鵜鑛撃想定していだことを裏づける結果を鞍聾している昏

　水飜究では・動作フ言一ムの形懸学修嶽分辮の飽に、こうした麹縷度の溝題が練響スケ

ジュールによってどのような影響を受けるの毒縛こついて毒綾講を試みる．ところで、以上

鑓紹介したスラ鯵一ムタイプの全身協慈課題を優った醗賓鐙繕果を運甦学習全鉾1に一霞飽

するには．もう少し撰重な検認拶磨要である．スラ窪一ムタィプの遅延課題1ま、はずみ灘

運動によって全身鐙左右往復運動のバランスをとるというものであむ、しか壱難きが機械

の購造によって灘約されているので、課題達成のた誌の全身臨慈の皺む方は簿種頚巻ある

わけではない．しかし、実際の欝欝スキルやスポーッスキノ墾は、績む課題を達成するのに、

何選管ものやむ方麟あって、それはその課題を遂駕する人翁〉響懸に磯だねられている．

　このような運密浄ら、本瞬発では、バランスの保持や機織の講造といったものからの鰹

約を受けないダ・一ツによる的当て課題の学習壷実験課題として設定す巻こと紅よって、練

習スケジュールと協慈方略の鍵係につ継て検講ずることにした．

　ダーツの練習に伴う脇感性の変臆に麗しては、すで灘織麟磯灘雛轟1、ll鰯｝が縷講を

行っている．彼らは、ゲ～ツの練習を蓋お§試行宥ったときの手蕎．肩、購の三つの灘籔雛

の臨慈牲の変化につ疑て分鋳した．ぞの結果、肩と購の連結はもともと轟く、纏驚鱗こ搾う

変化瀞見られないのに薄して、手首と鷺、手糞と鷺麓藤懸雛鐙動きは練習1こよって饑くな

ることを鞭告している．練習瀞進んだ段贈では白梅度鐙増大靉靆藩見られるという煮でこ

の結果は、先のV鱗脚鷲舞嚢．縛鱗の繕粟と一致して雛翫

　本講究では．このような臨嚇騨げ雛捗練翫とザランダム練灘とい灘惣

ケジ叢一ルによってどのような影響を受ける傘を講べることを舞的として碁盤

登．方法

王、綾験者

瞬か繊才凝鉱学甥姻名を被験靴した詮鄭翻献ペンを蓄毒嚇瞬》

である。

2．学習課題

外流鍋鞘てを掌灘慰続．靴騰舅ン幽繍1獅寿P影で齢
離断翻して嬢錐煎勲たボ略算勅つ胱麟〉・駄1浅・魎鋤ら
塵、調瞭購、鵬搬か液効、勅髄鯨とし藤協朧i靴し漁れ購

逸脱した場合はすべて○点とした（羅帥・

3甥魏澱勲た．げ紬鋤軸畿できる欝灘1鰯弛いう離鱒
で勘る麟、授げ方は以下の点で異なっている・

r諜臨凄：ダづを勤輪講灘こ当てること購なんの指細脈なか焦

ヂ諜騨感：騰ラインと歩一朔磯の麟ラインから撫鋤樋麟離
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鱗簸のバーを設け、ダー・ツ瀞そのバーの上を還遺するように授げなければならないという

条件を換えた。

ド議題CJ　：　アンダーハン欝で投げな謬れぱならないという条件を擁えたむなお、アン

ダーーハン嘗で授げた場合にダーツの軌道瀞安定しボー黙こ突き鵜さる紅は、鎌先を先にし

てダーツを手のひらに乗量、それを義捲で押さえるように保持する必要麟あるので、課題

（）だけはそのようなダーツの傑持のし浄たについて指示をした．

　三つの課題を設定するため、以上のよう額条件を設定した懸、それ以興はいっさ蘇実験

者の秀浄ら指示を与え懸かった．つまむ、擾擁ラインを踏む趨さ意い醸む、どの位置から

どのよう駿構えでどの程痩の強さで投げるかは、すべて被験者の轡擬に豪か慧た昏

3．実験手続き

　全嚢に薄して、　「課題β諜での繕試蒼のプレテストを実施した．醜き続き、後達する三

つの練習条件のいずれかで、二野薦にわた躰欝試行の練習を蕎つた。練習終了のi遷闘

後に、再び全員に対してヂ課題暮までめ欝試行の潔ストテストを実施した管翼に、　ヂ課題

A雌と「課題C藩でのそ轟ぞれ蒼試行の転移テストを実施した．

　尊詠試行よむなる練習驚には、次の三つの練習スケジュール条件を設定した．

ヂコンスタント練習条件達：　ド課題欝」のみを、罐墾癬練習したむ

rランダム練習条件逢二　三つの課題をそれぞれ藩蓼凝ずつ、合計嬉勢錘の練習を各つた晦

三つの課題の練習纈多事は．講一課題撃2度連続しないように醗癒しつつ、ランダム陰顯淳

とした。

ザブ灘ック条件藩：　瞬様に、三つの課題をそれぞ綴灘蟹ずつ、合計碁§露の練習を霧つ

た浮．一つの議題を婁講醤遠続して行った後に凌の課題の練習に移るというように．練欝

顛落をブ縫ック化したむ

　なお、プ賞ックの顯淳については、必ず最後の練習ブ滋ック撃ギ課題恥になるように

し、　また最秘の2ブ葺ヅクの顯淳に1つ鮎、ては、　ボ課題Aま一ギ課題C藩の羅季窪で行う条件

と、　ボ課題C藩一ギ課題Aまの顯疹で行う条件とを設け．それぞれに織歎ずつ被験者を罰

稔当てることによって類癌を根殺した昏最媛のブ灘ックをヂ課題慧まにしたのは、麟スト

テスト瀞ド課題登雌で奪われるめで．それ以外の課題のブ欝ック練習藩ボストテス整薩羨

に行われることによる違背揮翻による不窟益｛灘鐘織綾蕪議，鯵勢）を避けるだめである。

　被験者を以上の3条件にランダムに割む当て、3群を織威し、　ヂコンスタント練習群ま

ヂランゲム練習群罐　ドブ滋ック練習群落と命名した蒔

　練習は、露試行を隻セッ事と＝し、3§セットを行ったゆ　隻セヅト内はダーツ拶約に突き麟

さったま豪の状懇で連続して行っだ．セ寧ト縫に、実験者撃ダーツを離がら鍛き投簿盤置

に戻しだ魯この偉業に要した鋳聡瀞セット闘インターバルで轟む、この懇鞍験者は立った

ま慶鉢憲した。

婆．藪存変数

　運動バフ愛一マンス鐙捲標としては、ゲーツ麟当たった場辮の点数を稽鋳た。麟の最も

一一 @3響　一



耀礪棚鱗購縦駝は薩脱耀蝕赫翻詮て鯨としだ．プレテスト

麟テ」諜翻ゆ総畷紬弊の麟テ．諮柵テス｝磁勧鞠と灘
鮭鞍綻縦皺験勧増かマンス騰鞠醸縦し．そ鵬に観て、網
群｛敏準）締ス灘（紘準｝の腰齢散頒〈第竣齢鰍翻麩随勧
た岱

　該た、投擦フ爵一ムを2方海から2台のビデ漆カメラで撮影し、その藤鐘に基づ継て3

次元の動紛髄行つ臨分勧撒としたのは、塑テスト、禰黎ゆ羅最終セッ
ト、潔ス｝テス整の各雛試行のうち、§試行§熱ら董§試行§濠での串縫の暮試蒼1こついて

である。またプ縫ツク練習欝とランダム練習蘇につ継ては、飽の二つの課題の練習最終セッ

ト蕗試蒼の串縫蓉試行について壱分新した．

　2台のビデオカメラの設謹轟さを窒．豊磁とし、勢簑に交わる2虚霧から、授簿の動蓉の

全体を撮影した。カメラ浄ら授擁ラインの中心までの距離は尋、？灘で、美膚毅懇蓉桝剰・

膝、大転子、薦、及㍉ぴ右手の財．手首、捲先の慧薫イントに取彗つけたマーカー障がすべて

薩薩1こ戦まるように講塾した尊ビデ君露像に基づき縫ボイン籍の鰹療纏をマウスで読轟取

竜〉。£獲奪法く濾上，鰺雛〉によ彗3夜発麩搾分辮を行った鵡

　童秒縫鎗フレームで撮影し、各試行のテイクバック動作め動き瀞豊談つだ後の、フ慮ワ一

碧スイング藩麗始される巖講のフ乞／一ム（テイクバック鋳）傘ら、ダーツ撃手齢ら離蕊た

フ駆一・ムのiフレーム繭｛リサース詩〉護での勤葎を分梼した・これら趣ら得られた3凌

元の座標値を蟻とに、テイクバック時、　娑婆一ス鋳のステイ甥クビクチャーによるフ藩一

ムめ分赫、塵擦嬉による動きのばらつきの分新（き試蕎の各潔イン｝の座標整の穣準鶴差〉、

テイクバックからり今一ス談での蕪度変鑑、及び角度の麟きの灘連縫に絶するむ欝欝

窃蟹彰漉縫纒紛膿磁器雛垂、，董鰺勢とそのばらつき《器就籍の。ぎむ灘。春鱗擁鱗の標準偏差）

について分析した。

簸．給桑と考察

i．運動パフ愛一マンスの分新誌果

鴎は、灘ンスタン礁習齢縮パ鴛一マンスを醐楠硬ある讃セ舜厳
行の平均鐘をそのセットの代表纏として灘華た．豪た、醗纏から緩きはブ灘ック練習群の

3課題ぞれぞれ鯵馨試鴛の練習に馨うパフ庫一マンスの変癒を示した壱のである。騒マが

ら齢はランダム網群の麟題そ凝れ藍蝋勧鰭碓硲フかマンスの変髄
示したものである．ランダム練習欝の場合は、会葬に分数して疑る練習を・課題ごとにま

とめて鯵試行をiセットと見癒して表示した壱のである・いずれ毒練習によってパフ愛｝

マンス解梅上する頬禽撃見られるひ

懸離．糠辮」購鍋九テ齢．鰻鰹切L畝ト獄ト銚群釧フ愛
舜ンス纒動た勧騰る．こ紡鑛黙鱗て、総条鰍膿準〉x蘇灘
（紘準ゆ腰齢齢鰍第獲麟按験辮麩防御たところ灘簸たよう
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な2要饗縫の有意な交互葎薦は見られず．テスト難の主蟻果の轟渉有意であった窪罵騰．

鐙3．総記卸醗，軒，蓼総》。多重馳較を行ったところ、3条件絶すぺてにお軽て有意懸差藩見

られた啓す1なわち、練習によ．る瞬ら浄なパフ慮一マンスの海上と夏還闘の保持インターバ

ルに梓う忘蟻瀞生じたということであるゆ

　麟雛は、　£課題A藩とド課題C講の転移テスト結果を示した毒⑳である．これら憩結果

に薄して、練習条件《3水準）×テスト課題（窪承準）の2要露分数分緬（第露要露浮鞍

験者内妻羨》を行ったところ、難籍したよう撫練習条件の主難菜は見ら轟ず、課題要霞の

主懸果のみ瀞書意であった鐸畦壷、撰春，蓑←董／鮭，貯、総3〉。

　工藤難静禽や饑餓轟鼠鹸重縫勢轡絃、コンスタント練習撃ランダム練習に比べて録持パ

フ露一マンス瀞劣ることを示している麟・今麟はその領海絃見られる奄のの統計的に書意

では癒瀞っ菱。蒙た、ランダム練習とブ藤ック練習鷺に深持バフ愛一マンスの差は晃ら蕊

ず、文灘干渉効果を確認することはでき駿滞った．今羅は、無持テストをブ睡ックスケジュ

ールの轟で行った藩、簸離農輔鍵欝畷拶簿》の実験では、文賑干渉劾桑は、テスト麟ラン

ダムスケジュールの鋳に顕著に見られ、ブ灘ックスケジュールでは効果拶摩さくなること

を示している。このこと撃今霞の結果の漂鶴の一つとして考えら轟る・

　籔た．鷺麟蕊纏購綴轡鑓峯は文賑干渉効果の原石として逆行舞舗を挙げてお駄この点

に醗慮して今羅は．ブ讐ック練習欝は磨ず最終プ騰ック藩保持テストと織むギ課題覇の

練習になるように醗癒した．このことによ拳、ブ饗ック練習での逆鬢擁麟瀞生鯵な熱った

ことも轟群の保持テス拳パフォーーマンスに差瀞晃られ懸かった療馨とも考えられる。

2．動作分艇結果

　以上のように、パフ愛心マンスにお簸て文蘇干渉効果を確講ずること瀞でき1な熱った鐙

で．以下の動作分譲では、分辮鰐象と陰った譲養すべてを記録で蓉た讐ンスタン｝練習群

の盛人の被験者磐分籍結果に基づ疑て、練習藩フ愛一ムや協慈牲にどのような影響を漫ぼ

した瀞についてのみ換講ずることにする。

　談ず．分擁した三つの鋳難のそれぞれの暮試行について、テイクバック鋳と雛タース時

のスティックピクチャーの重ね書きを行っ艶囎襲璽2はそれらのうちの平均的嶽ケースにつ

蕎、て砺続も硬あ翻、こ紡鯨鬚妙ピクチャ吻動謎からわか麗とは・

験すべてにおいて㈱試勧網畢はって編練一難編ま獣懸想礁鄭ン

外バ凝着低下謁灘調弦るとい発と騰る茜鋭とを客観蹴と硫る
崩、織筋ステ拶死クチ智識く駄となって幡激動座雛薦試勧
標準雛毅轍た．表露、灘乳離樹ン紛弼ク細塒と嚇磁潮瀬
勧座雛の騨簾を、プ断層、縮最終切ト・諏断路磯轍楠ので
ある．こ鉱旗、座標働ぱ齢勧職叡知て離すること糊ら艇ある・

灘．分輔象漁硫試嬢繊・格縁者ご挫弼ク勘塒栃1タ富ナス購

で縫㊥抽紘鉱テ拶死狂セを動擬した…総揚は博人鉢て
灘鄭髄離し、戯け和ン穆一舳て幡様羅わ擁護のこと嚇す鞠
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触ケース樋凱刷た・こ幌と1ま、鱒鋤魏耀定す駐雛よ嚢舳穫を

少なくし・魏魏ン梅磁磯郷礫率する薦を擦駄てい観とを嵐ひる齢
えよう・し純・練習駄ってこの方略漱きく顛さ編こと毒講碇と鋤熱る．癒

お、この点については後に再度触れる．

　凌に、左右の膝闘簾、左右の腰麗簿《膝と藩黌稜と矯峰点よむなる角度》、及び右講麗

籔｛脇骨綾と肩峰点と尉よ讐懸る魯痩〉と勝闘簸、それに手首のマ関節の角種変亀につい

て分断し菱．分榜した海容の一つは、スティックピクチャーの重ね書きに耕す巻僻見で、

体幹鵠の動きを醤足することによって欝欝護を少なくし．1擁の灘ン←雛一ルの離郷紅集中

する方略を採羅して蘇ること、練習によってこの方略麟大きく変璽されることは懸秘と述

べた藩、このことを名護変化の鍵癒瀞ら擬えようとするものである．

　そのた誇に、？つの灘籔について．テイクバ響ク鋳瀞ら喜ナ琴一ス鋳蜜での餐フレームの

角度の羅大韓と最小魑老求め．その差を算超することによ馨、各総締の養繕角度を求めだ。

練習によって鶯ント資一ル無縫を滅らすよう慧方酪｛集中方略》藩採られ馨とすると、7

関節の痩霧角簑の嬉に集中姥瀞見られるはずであるし、コン←欝一ル蔀種壷塔塾すよう塗

方略（分散方蕗》潜採ら轟だとすると、遂に綾繕月震の藩紅分散化離箆られるはずである。

表2は、§人の被験者全員のプレテスト、練習援終試行．潔ス齢テス繋の？総籬纏整驚矯

度の暮試行の平均と標準｛羅差を示したもので鵡る．この衰齢ら、曝鱒騒の練習鐙中でよ箏

集中方路のがこ変化した人と、集中大略熱らやや分数方略のほうに変銘した人・およ勝集

中方略の護謨不変であった人の三つのケース：撃含まれていたこと1麟わ浄る魯

　つぎに、7つの翼簸賜の｛1搬麗．《海鹿鷺豊撫倉縫（以下倉。蟹ザ、〉を求誇・三つ鈴鯵縷の§試

餐の平均と標準蠕差を算鐵した．表3は馨人の被験者全農の寧均韓を鱗人ごと1こ離したも

のである．この表瀞ら、手首と財．孝養と肩の○《｝艦．の薩瀞高く捻る（連結餅進齢こ

と楠かる．こ編ま、嫉蔑む欝駐藤離農茎．《璽鰯出講嚥勲観茜鍵誓舷縮謙

数の遠駆を反験した癒のと解叙すること藩できる。驚鷺雛雛琴韓垂羅鱒2｝毒ま・練習によっ

ていったんは遠結潜進む麟、それ以上の練習によって再び連結を解旗する鱗織拶あること

を鞭告している．今蟹のは綾らの実験の途中結果老示したもめと誉える・

　そ濾鋤㈱翻醐鰍鶴感激高く．練獣よる難饒ら縮硬いう繕
果は、蟹鋤董論難滋．畿雛，騨鰐勢の結果と一致して継る・

　灘、騒駒蹄斌鍍雛鑛標萄罷C　伽試勧騨雛観砿
稽羅、稽瀟の鶴磁らつきは獺綜っ鍼少し・熱麟礁郷卿繍
の協嬉硬鱗貼魏にと解糖る．め蘇も論翻藤織1蓬鋤とほ

甚蓑総様である聲

欝．蒙とめ
今動実験駕、残念勧郷フセマンスに紳て文賑㈱果を確謝るこ耀

き齢つた．し縛って、仮に雛辮こよって飾棚騨鑑購たとし徳熱
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に基づいて文艦干渉効果を考察することはでき癒いゆ三献元勇蕪分新に要する労力を考慮

し．今覆は練習スケジ旗一痔の違醤こよる懿徳方略についての分癬は割愛し、コンスタン

拳練習欝の§人の被験者に麗してめみ動作分新を行った．しかしその中で、次携）よう塗輿

瞭ある績果を縛ること藩できた．

　第一に、分観した鞍験者§人すべて藩、練習によって動馨《む一一嚢姓蒼高まる一方で・手

首の動きと磨や罵の動きと諺闘紅連結解生鯵ていたことを挙げること撃できる。このこと

は．連結によって2ント欝一ルすべき霞密簑を少なくし．そのこと瀞動馨の一貫性を高め

る一つの要霞になっていたことをう瀞瀞わ重て蘇る・先行講究慈果を毒撫嫁して考えれば・

更に練習を継続することによって甦作の一貫性は縫持しな瀞ら愚灘簾縫鐙遠諾は逆に解鍮

さ轟、よむ柔敦な動きに変秘して恥くと考えら叢る．

　協応方略という点で注目すべきは、被験者の全興拶体幹藻を露定し魏のコント蓑一ルだ

けで課題を連銭しょうとしていた点である．この方略は．ダーツの教本《縫霧駿人蓉庫ダー

ヅ霧会穆姦鷺学S叢慧認鱒蝋憾聾、23－2蔀蓼記されている内容と一致している・教

本の内容藩産しいことを羨擁として言うならば、今醒の鞍験者は課題を達成するた齢にもっ

と懇合理的な解法を裸馬していたということ藩できる。

　ただし、漢の点も見違してはならな疑．今羅の被験者瀞基本的に採羅した協応方略は雛

上のような懲のであっだ瀞、嬉齢醤の練習を遼陰てよむコント糞一ルする懸盤潜醸足する

方海に変飽した人と、遂にやや欝ント慶一ル離盤藩分数する方講に変化した人と麟含藪れ

て雛たという点である、このうちの後者のケースをどのように評樋すべき壕ので轟ろう寮。

　教本に墓づ1ナぱ、この選譲は誤むということに糠る．し費し理譲的にはこれら二つの協

応方式薮こは次のような長辮と短霧麟含まれているように思われる。よ聾集中さ量るや鯵方

は、確趨灘ン梅一ル部働糎定されるので舳灘麗への解法としては金運離である

瀞、ただしその藻分のわずかなコント葺一ルミス瀞パフ憲一マンスを決定づ1うてし談うと

いう危陰性を含んでいる．これ記麟してコント譲一一ル藻拉を発激させる方式は。一蔀のコ

ント灘一ルミスは難の離位の動きによって補縷すること藩可能であ甑よむ柔軟な麟簿麟

駕籠と懸る籍し齢しこの方式は先の窪密度翼．題毒こ直藏することになる。

　これらの縫題は、蓮譲的に懇指導という実蕪的な意瞭にお魏ても極めて重要な縫題であ

む．今後実験的に験討してみる必要瀞轟ると患われる・

v．弓瀦文献

輪憾馨，＄、L．＆賊難墓嚢釜，畿．鑑、｛窒鑓6｝c膿綴織簾童藍難鵠奮翻r磯鐙¢銑欝豊漁董¢鍵盤錘慧癒麟

　唇鍵盤醸磯鵠鐸雛．鼠総¢簾轟蜷雛鑓蟹妙飾輩雛葛鴛細雛護憲欝鑑5気3鑓臨き董鑑

漣上康男、桜拝紳二、矢部京之饑く壷勢鯵簸も？法£鐘麗¢鵠葦欝欝簸b欝欝欝翫1錐鵬・

　　璽《》，蓋鑓礒勢．

縫羅法人嚢本夕ーツ協会（鯵蝿｝登A鷺肇S叢畿蒙朕灘慈
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第馨章　全偉的な考察

　今繰の一連の実験では、運難学習における学習秀略につ秘て、それぞれ異なる観点懸ら

検討した．実験iでは学習遍程におけるK鼓舞羅方酪、実験2では練習スケジュール方酪、

実験3では協癒方略である。このうち、脇慈方略に麗しては、鋳馨の関係から、計麟毒心

部分し輪換講でき嶽奮った．

　讐に最籍の二つの実験給桑瀞らは、学習者瀞採離する方酪か、これ豪でに認離心蓬学麟

講究によって瞬ら懸にされてきた学習に絶する知舜と一一致している懸につ爺ては、共通の

給桑を得ること餅できなかっ激．藍嚢実験では、実鰹のバフ重一マンスの分辮では悉皆方

略藩閥欠方略に麺べて傑持において劣っているにもかかわらず、ぽとんどの被験者隷悉皆

方略を採耀した・これに短して、練習スケジェールの実験では、実際藤バフ憲一マンス豊

新で保持と転移パフ露一マンス藩劣って駆るプ賞ック練習スケジュールを“綾験者は練習

方略として採駕することはな浄つた曹このように．見ようとした学習現象によって得ら蕊

艶誌果麟異数っていた．ただ、このことに臠して、今護憩醸ら蕊た実験浄ら一般麹癒結譲

を導き毯すわけにはい瀞ない。　　　　　・

　この点密書鯵て．壱う一つ今後験討しなければならないことは、癒乏に練習考麟採飛する

学習方略によって練習の成果潜上解ったとして、その漂霞潜学習の盤方に録する被験者の

離決定峯誘勧か、そ綻蟹の結果として行読学習艦鋸叡鈍醸こある帥
を鱗らかにすることである．今獲のセレク墾条件の学習幾果の原縫拶、ブ駿ック練習壷小

さ蝉惣こすること．ある毎・購鶴にランダム練習診るこ麗よってえ鵠紬醜

跡．そ綻も被験都嚇習礁難聴駿スケジュ磯を齢で満し超群よ誌
の襟の熱線不購である．この煮に臠して黙の実験では。学習効果餐得られた本質は綾験

額射顯よ臆、懸スケジュ一層鋳のにある渉う詑齢酵麗髄硬

あった¢

　雛の魏、経学螺究獄成脇艦齢聴た網錐方麟鍋難鶴親
藩、学麟働輪瞬鰍て幡鈴、そ紀綱ゆ礁離鵬擦る鍵・もし
離して鴨として、酵鵬継騒こ雛よ嚢よ嚇鵯な学騨滋妬鎗
轍、購鋤躾灘槻ら縄として、勧羅瀧凛な勧備謹講こ鹸
翻鵜勘齪鞍欄駅ある難関紡ず、こ継でこ鉱独甥騰麟する
醗難、羅轄鱗で羅と誌な曲駕な毒　た轟拶弧嘱灘磯象と
し艀翻然欝纏朧灘動ること購とよむ・蕪麟酵羅館城て壱

　広く換講を広げていく必要瀞ある。

一　磁　一



「結果の知識」の科用方略が運動学習に及ぼす効果

　　　　　　　　　工藤孝幾

畿蝉教騨講鱗鰐傲謝禮蔀欝彗糠麟

　　　　　　　1§鶴年1甥



工藤孝幾1
「鱗果4〉蟻織ま4〉毒糊参鰭が運動学饗書こ長ぼす麺築 垂

「結果の知識」の利用方瞭が運動学習に及ぼす効果

工　藤　孝　幾

翌．簑的と籔議

　運嚢学習にお疑ては，練響試行遂餐1こ葎うフ

ィー嘗バック騰鞭が重要な役割を果たしているe

遜常の練霧霧旛では，試蕎後書こ捲導妻からスキル

遂行1こ麗して蝶々な：詣纂麟なされる滅嚢鐸遂蕎

後に讐癩鵠紅与えら褻るこのような蟹羅のことを

「結集の知議雌（翌《欝w擁欝薩麹藤t；翼鱒とい

い（工藤，欝欝〉，フィーデバッグ溝鞍の中でも

蒋に重要な綾麟を握って鮎・る。した鋳っ℃K嚢

をどのよう垂こ蒋鶏するかということ数繋累釣な

練習法を考えていく上できわめて重要な靉靆で懸

穆，こ藪蜜でにこのことに麗して纏多くの雛究潜

餐わおてきたむこ難らの欝魔紅鱒して1嵐舞えば

S麟驚｛擁董麗麗．（欝麟〉や縫鑓灘難鱒3〉麟・ま

と震ったレヴューを行って疑る尊

　籔翼に離する蘇1甕の中で澄三獲されてきた縫題の

＿つ1こ，翼翼の頻護：と学習熱果との縫係垂こ襲する

購題騨ある．獲≧は試行直後紅できるだけ多くし

かもよ嚇しく与えるべきで鶴と秘・う転搬癒

考え方（為ぬ麗，墨蟹紅籏麺醜繊ε惣Lj§欝l

s撚激越t．謄篶1り欝敷盤寵嶽ε，謄2？〉卑こ薄し℃

むしろ麗盆を与える頻獲：を藏少さ慧た芳嚇学：習

麟鍵進さ熱るという興廃轟る結果暴逐年馨皆され

るようになってきた（登霞歓里離謹難題蓋£歌聖§鴛喜

艶麗欝w轟s濃搬皺皺＄」鯵21羅難就ε麺轟

s畿感激，董鱒慰w「纏董，豊鱒濃霧錘重e輩鼠享

i欝蓬；轡滋董島s畿癒畿，瞬欝l　w纏艶t滋輸

欝§3；騨憾重就纏．，緯§§）ゆすなわち・籔盈縫携吟

鑛甕吟歩ない条件の方渉，舞醗観衰麟擾盤され

る条鉾よ鞍も練習褻了籔の慧知瀞少額いと秘、う繕

　集解欝ら離て秘・るの’である。

　　こ磯舞請して，こ絃で熱・くつ勧解験

　毒～試みら畿てきた．s磁搬磁捷t盛・（隻§麟〉は・

毎麟醸毒饗鍵練ること紅よっ℃鰓嚢は

そ擬を遂行手解か融として鷺矯するよう1こなるの

で，本1来その課題を学習する圭二で重要な糞盤ll基準

鱗形繊されにくく詮ること解糖羅であると考えて

いる〔饗イダンス癒讃；（弛量磁鋤e践擁麟難む鎚ん

もε融（欝欝）はr転移適合藩難難礫騰（で盤懸盤

師欝欝撫艶登艶麗s漁馨〉という観点からこ砂現

象を翻している．つ齢・テス麟擢紳て
鷺鷺を灘擬すること夢でぎな塾ことを考え擬蕊

練習にお秘・ても醸鍵盤の機会を少超してお

いた方撃，練習鋳とテスト時で懸隷碓籏鞍鑓理撃

なされる畷難鵬くな靱テスト謙へ穆転移

潜鍵進されるという解験である麟

　こ齢ら練石欝とテスト時の条件参達観・1こ蘇羅を

求める解毅紅鱒して，翼盆鍵盤に韓う頻繁隷鯵憂

を原霞とする解毅もある。脚譲董鎧S磯鑛畿

（韓毅〉は，毎蟹籔震藩与えら熱ること妻こよって

修鑑毒頻繁毒こ行われるようにな御安定した翫憶

表象の彫麟硬きなくなるとい弊適癒

（懸擁麟瞬懸盤鵬こ縛撚驚疑蘇
している．重た簸鐘鐙（欝欝）誌頻繁譲縫馨

鍵盤や雛1ま，荘悪路るい垂野一キガメそ粥

容量曇囃し鴛一ノ蒐一翼一霞彰鷲衷舜と

蘇原透であると考えている。

　以上のようなK哀む頻度に絶する発見臨艱

難甥ケジゴノ流鰯る蝋傭玉罐讒構
き離している．灘えぱ騨擁醜磁叢蕊S麟灘羅童

〈舞韓）は，練習段贈超〉違渇・春こよって甑の懸獲

の影野異な赫で，そ練観たスケジズル
鳶考える繕要麟あると考えている．練響擁懸こ隷

エラーに隣する簿難の瀦霧嚢纏秦高い参で」膿

鍵盤鐙頻藤ま蔓》方嚇よいが，練轡緩辛で韓熟達

1はって鐡の繕要痘毒瀬少するので潔翼磯

　洪の機会を少なくしても支離韓なく，むしろ藍蜜

への歓喜を鯵ぐこと毒驚きる抄う点で醸の
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　頻渡を下げること隷有効であると考えら舞る。こ

　のことから綾らは・練習麟進むにつれて　盤鍵

　儀お頬嚢：鋳減少するスケジュール癬禽麟であると

　考えている．

　　裳た幽羅綾（蝕嬉嬉鵜難（董§総）は，鼠嚢鍵示

　の有無潜あらかじ轟わ爵毎て継る霧禽華こ鐘べて，

　ランダム軽羅示することで翼嚢の孝彗矯を予薦で

　きなくした饗含め方麟藻拷麟縫選書れることを実

　験艶紅瞬らか乾して墾巻、こめ義象紅薄して綾ら

　1寓予難できないこと紅よって溢慧潜喚趨され．

覚馨憲準麟轟く繰た褻るたあ1こ藻讐潜縫進される

　と解験している。

　このよう豪こ，還魂学：習1こお棄ナる置嚢の鶴粟江

ついて1ま，その舞痩々スケジュールの影響に欝し

て欝要壕発冤；夢…譲費されるようになってきて駆る

艶これらの要羅雛タ蕪こ藍嚢の有懸盤を差！為す

ると考えられる患う一つの璽要な要雛鐸磨る．鑛

痩の影響1こ絶するこれらめ欝発で韓，単暑こ藍震

壱鍵盤する鬱金のみを鱒題にしているだ鞍で，練

習考灘の要警を考癒していない尊つ窪む，練警巻

麟麗嚢を遜要として墾る漁否か紅灘わらず，裟衰

鍵盤のスケジュール麟輿験春菰まって漢めら餐て

いる｛箏で、練習春解裟盆を鎌要として鮎鬼るとき

紅提盤されず，逆紅不姦饗と患ってい為とき冗長

な簿難解与えられるといったす蔽ち漢籍潜生じて

疑る可能盤溝磨る傑

　その点で．藍嚢吟パン評鑛（雛磁蠣戯紛に隣

する最選分藩究継きわみて承駿釣である、S魏艶

購憾（欝欝〉は，2鱒鵬舗むで縫を紳農するとい

う課題穆学雪紅お継て，餐露髭嚢を事える条警，

露縫鞍認むの蓉慰む違醗穣老越した韓建〉み鷲嚢を

与える条欝：，鰺驚の逸醗繧を越した詩のゑ叢叢

を事尭る条欝の学饗難繋を姥鮫し，録詩テス←に

おいて灘駕条欝麟簸も優駿てお拳，蓼駕す壊わち

すべて紅お秘て　盤潜鍵盤さ轟た条群麟最も悪

いと峯・う繕票を鞍落して》る。そ砂後，恥くつか

の馨甕に諮継て，よ離床も・バンド纏熱学響砦鍵進

ずると秘・う結薬嚢鞍奮さ藍て駆る纏療鍵鍵滋．，

豊麗駄C読欝麗薯蓋纏縫量．，豊灘31｛垂鵬翼膿，鍵農茎．，

鵬翼魏魏鳶議蓬．，亜鱒概む総蕊臨海，豊露遵．

　嚢ε脚e就農1．，鯵鱒l　s搬簸e綴垂．，垂露7｝．

　　＄嶺磁畿（欝茎／は，練習撃進むにつ駿てパフ

　単一マンスぶ海上するので．バン丼嬉を護達する

　ことによ甑鵜祭惣こ難漆敦第に減少するス

　ケジュールと慰むになること潜綴詩を鍵進ずる雛

　羅であると考えている．こ難に慰して《ヌ鍛舞磁

　et畿（難解〉は，頻度やスケジェールといった

　工数麟な要馨で慧なく，バン騨纏の齪撃もたら

　す「ノーエラー疑嚢蓋難嶮難鍵盗難〉という新た

な椿鞭毒唾要であると考えても略．すなわちバン

　ド輻を設定した鶏合には，籔嚢を与えないという

　こと隷「エラーで垂よなかった」という董《嚢を購

　に与えて駆ることになるゆこの警難藩学讐を鍵進

　したと綾櫨考えている。

　以上のどの謙饗も．そ縫ぞ灘再饑饉…として歳！窪

　し欝る糖これら舞趨こもう一つの重要な要羅撃

騰与して簸る警能娃拳薦る。そ編ま，練響岩翻の

要縫麟麗嚢鍵盤の縫方紅獲駿されているか蕎か

という点である．誌遠した藍嚢頻慶やスケジ

ュ一品ルに離する襲甕で1よ練習者の籔慈ゆ欝来・

本籤来と　《盆擾鍵とは無麗係であるの紅薄し，

バン鮮繧穆醗究で華冑エラー拳設建さ難た基準よ

参進麟した欝のみ藍鷺爵～鍵盤さ競る．表現鳶変

えれば篠響巻遭〉反慈の鐵来・不塗薬と鼠嚢鍵盤

と潜密接に結びついている㊧である戯し醗勝義

C盆搬麟鍛（蔓鱒㊧毳毳εくびき雌（￥む翼鷺む〉条

酵を設楚するこ雄こよって．頻度あるい麺スケジ

ュ｝ル麟璽要なのか，ある》轄パフ簿一マンスに

基づいて董嬢を鍵盤すること勝重要壕磯か紅つ

いて雛試したむヂくびき」条緯と盤，バン罫嬢を

設寇すること紅よって鍵盤さ轟た翼盆麟簿むス

ケジ並一ルで簿韓を鍵麟iする条聾のことで凌｝る啓

した詳って・ノ境ンド嬢麟設定さ麟た楽舞：と　ヂくび

き」条艀とで・スケジ諜一ルは縁彫である藩叢叢

嚇叢験者のパフ愈一マンスに基づいて鍵盤さ畿て

いるか善かと疑う点で黒塗っ熟・巻．そ4〉誌果，

バン鮮纒条盤の方麟rくびき」染替よ拳優轟て疑

るごとを馨儀：して継る毒このこと韓．単なる頻度

やスケジュ｝ル騨奉賀雅なので難なく，パフ津一

マンス紅基づいていること麟璽要であること慶承1
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唆して疑る。

　鬱し，果た：しで設定さ擬たバン｝嘱藤野練；霧嚢の

蔓嚢に離する滋要度とどのように鰐癒している吟

かについて濾不覇で譏るゆ最透，この点紅灘わっ

て凌のような藩甕解離轡されている。舞艶艶碗

農豊、（韓鱒〉轄求一ルの酌箋て課題の学習にお秘、

て，あらか鷺あパフ露一マンスに臠するフ審一ド

バック矯i鞍の難のスケジュール藩渓めら毅て駆

る条蝉吟鐙紅，綾験蓋砂縄筋でフィー鮮パック鷺

韓を霧駕するという条鐸，およびそ跨rくびき盛

条件を粧えて箆較を行った、そ覇〉績気後験巻の

麟簸でフィー翼バック構報を稗罵する条誓の学習

劾：梁麟最も優駿ているということを難管している・

ただこの藩魏で捻，綾験養羅練習試行全蕪の？鬼

でし齢欝i難壷瀦篤しておらず，賦びき雌条件と

箆較するには議象嚇こも頻度瀞少なすぎる。もた

麟って，フィー讐バック簿鞭の灘渡そのものぷ重

要癒のか，綾験巻の必要灘こ癒むてフギ榊餅バッ

ク構韓を幾盤すること潜重要癒建）か託ついて考察

することはできな墾尊

　水飜魔の醤鰹重三コつあるウーつ吾鳥撃轡者奉擦

羅重る翼翼鷲灘方略銀翼盆頻懇こ饗する鍵藁の

醗驚で醗らか1こされて蓼た海容とむ豫こ共遜盤夢

見ら載るかを確鹸あることで諮る。露イダソス藪

講筵縫えぱ．ゼ悉皆書籍感よ陰も購馨欠方酪窪む

方撃優れてお弩，スケジ誌一ルとしては凌第1こ頻

穫：を減少さ量る：ぎ略撃望竄しいと考えられる毒駕

纏習議紅藍嚢灘嬬の輝灘をゆ澄ねた縫合・集え

してそのような方略を採駕するの艶ろうか。

　　もう一つの餐誘櫨，このような学習春野〉鞍懸紅

　よる藍嚢i穂驚妻こよる学習勅祭を，あらかじ語淡

あら魅たスケジュールで藍鼠毒義鍵盤さ殺る鍵来

墨覇蘇蜜転こよる勅祭と難戦することである・奉羅

究で羅．獺繍を裁て一定麟で鍵盤編
集倖，轡審議少して蝋条鶴遊購姥堰熱

　していく条樽4〉三つを設覆し・こ灘らと練鬱蒼麟

採騨筋駒翻字獣蹴禰集の誌鞍嬢
　承るむ

餐．芳　　　法

1。機　験老
　総‡漁ら震穿重での大学生男女§麟聾を薮験董と

した．全熟権継（ベソを詩つ赫赫で麟・

愛．学習懇題
　轟き手の甕線麟鶴後勘によって，ディスプレイ

に表意さ褻尭ターゲットパヂ一轍ンを再現すること

潜議題である．ターゲ解｝バターソ軽風縦軸老杉

舞離離，機軸を飛要職聡とするグラフによっ｛表

意した（嚢蓋〉．スタ一尉ト紅麗から蟹警還し地鳶

まで砂美霧欝メ馨饗距離i毒ま欝艦であ甑騰要詩経韓

片遂撰跨臆醗。，鶴復でi秒である魯

髭
離

　　　　　9．5　　　　　L毒秒

　　　　議要職鍵

餐灘　　歩一ゲ瑠←ノ《夢一ン

綾験離調し，お事でペソを繰擁し・教ジタ

イサー上に鐸威霊れた纏縫の溝紅灘ってペンを移

麟するように義離した毒鞍験巻の毒手の麺誤嵐

ペソ続羅のX．Y塵藻纏を欝4諺Cを介して（サ

ソブ讐ソグレー｝総髭麟コンビ甑一タ1こ入力す

ることによウて灘足した⑪

　民設は，こめようにして欝鬱し桑蚕手の移雛バ

ターγをグラフ駕したものを，麟違むターゲッ←

バターソ鑓スーパーイン潔一ズすること毒こよって

髭派した．

鑛．手続巻と実験条韓

㊤金棒の手続き

　2辮籔砂練轡を灘穣ずつ罐ブロックに分轄て実

議むた。ブ導ック聡インターバルだ華繋灘発講と

一鋒に設達した夢，ダーゲット鍵示から璽繁雛鎗
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凝の鞭（欝）灘醸撚蝋（猛襲め駕，轄潮懸紅焔鷺瞬駄馬轄
畷さ瞭験灘身撒魁た・鰐術綾纏蘇を，あら就嫌賜れ醸館ケジ藷一
役テス｝）と2難衡購テ紛にテス縫ル噸翫よる轄螺と撤すると篭、うもチ

無継鍵転獅ストを行鑑テスト講紛磯購の儒べるこ雌で識、．そこ
は勲ぞ撫議で雛髭餓与えなか義慾懇鴛，鯉畷畔頒賛鵬，醸
な巌翫献ってげス獄青鷺蕎・て無講勝ること鞭き軸と転粥続謝蛙
概手できな臆鰯就軈てお鴨　磯鍵購縦筋雑磯達し．勧難と

　　餓こ隊下納叡勢て罎灘こ離離鞭銘こと銑た．
練めた論難共激臨・納魏、重〉すべ躾駁雑

て礁叡雛講肌妨脚いと患う晒　鰍翻縫，蝉騒暢羅鰭蕎汐
毒膿恥詮議騨飢醐瞬彗勝るム畿幅て，鑛膿漏靴た．
こと厳きないとし妨農。灘舞簸ビ雑，　騨。窃欝蟹。茎・鰭：

矯　副鰭識　　嚢磐鱗撚翻　　鰭講劔べて鵜たっ麓勲癒
する〉幽’勲耀搬赫鯛点鴨る．敵，　した．

　後透する㌔鍵馨ε立野条欝：4〉被験者1こは，叢衰を祷　　　鱒・s薮1εcビ条群：

肌鳩凝しなか枕贈騰纏軟つ鞭　　全働粉騨の講嬬蕎、て謡．懸
質鬱した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潜簿られないことを知らせた上で，その霧鱗

鱗テス｝薫薪澄卿勲硫助葎　畷灘巌勧運搬齢畿．
わな嚇謙繊っ構廊た・難テ暦齢　｛3銑倉登携t盗難重・籍：

い礪鯛で聯たパ外ンと1ま疑るタザ　　罐諦錐畔舵紳て繊を臨
ット融が蠕いた・　　　　　した設嚇，灘か簾舞鴛蹴堰
　当難課題轍靴鯉磁傍濃足し　　傭禁癒駿．
藍嚢を見るか晃ないかむ霧藪を全て綾験春に登載　　　韓・饒£艶麗磁・条艀：

るという鰭濃魁浸こ磯察糠越嚢　縮諦錐畔煎蜘鴛難癖
醜薦趣くつ簾領する譲こよって薩　した議囎，験嬢蔑睡臓物齢
艘験鰭艦勲職弗碗騰った・しか　繊興るよ猿，麹知．ク鷲蹴重
し濾液し凝総廠験翻す噸砂諦　賎観ブ恥クで題紅懸，鱗知ツ
肋効臓勉穢す礁師賜れた謹　 クで瑠こ堰雛カッタ鷲蹴嘱
凝方鏡凱駅驚試行蟹麺糊し　嘱叙醸艘就た．
罐魏趨駄絶す砿でデー鐘欝，敏　〔麟欝餓麟・鰭；

を錨弗甜幟が鰭磯灘と蕎こと　スケ九紬樋脇礁饑き．
翫た・すべ物議で醸を禰続大藩鰺　舐魏鰹げ難瀬鞭鶴．
人髪達した縛鳶で護鰍を灘驚むない試蕎ぶ念蜜　　③i試行む手続き

縦続鍛潮入灘嫉驚義こ明六　袖ど激織る麟欝鱒翻勘駒
の搬鉤奔驚伽ては訊鋤監少齢臨騰る・外ゲットバ外ン藁ま，醸都傑蹴

黛よつて櫨欄鍍歎き鰯縛あ㍍献γ鰐イジタィザ鴨蝋外経夢ア醜
と蛇の験慧謬論醜鱗傭象と凱な入飛嚇でディスプシ戴魏，ぺ瀞ス外

簸た・　　　　　　　　ト甥ア赫蹴嚇礪篇よ観駿．離
職倣う雄勲囑傭‡磯嘱iのペソ諏外ト鱒駕難燃煎，ヂィスプ

贈謝す駈甥繰鴨る講だば吟重裏レ撫ゴ纈観る」菖獅進むまの瀞の
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豊韓態§

童2韓｛｝

臆鬱鬱§

壬
フ　8韓奪
撃

§（｝蟹奎

・鰺総

2鬱鬱馨

垂冊¢膿雛奪雌

J弱輩鞭げ
齟ﾙ梼騨嚢～鍮難曲

Q頼戯郡艶驚善蕪

ｨ暗喩欝競鑓毬領

置 　　　盛　　　　　　　　　　鼓　　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　　練習試簸

麟量　縁懸難に謡†葛護7婁一でンス嬢〉変龍

遷蒙重霞薮爵＆褒津さ1概るよう毒こし，毅麟縫いずむか

を選択さ慧た（選織の文章の上奄マウスでク婆

ック〉。r繕果を冤る」の寿を選撰した鬱金は潅ぐ

に難を縫示し，歓へ進趨筋を選雛鵬
合は懸を蓑麗ず暑こその鯨齢試行へ観

するようにした．手の翻蠣蜘弼ミンダ・

藍鼠懇欝穆懸嚢，董盤を見て鮎・る時臨試雪縫イ

ンターバルは全て綾験嚢糞身紅覇藪さ量た・

　その縫の条件屯基本艶紅轄講繰の手鑛であξ薫

移糞終了欝にお睡る選毅薮隷条鉾によって巽勲㌦

㌔磁魏盛蹄条件砂鬱金はヂ懇集を見る」爆雷であ

る艇魁，轟。幡繍壕鞭顧慮雛麟壕
轍び・醸驚εざ壕蓉磁・勘擁郁ケ
ジゴ蔵飾石蘇観る購都竜慰拠
進む継み梅薮かを裏解した。

毒．慧喜変数

灘欝難｝パ器　淋騰灘もて絵
鷺継鎌（ザ懸盤盤灘跨艶艶艇蟹〉を鰍’た・デ

ィスブ編鐘雄る外嚇パ針γと甦
ノ受タ＿ソ4〉ず雛を癒穣で表したもので勢鯵

（灘轟轟、㈱冠イスプレ綴ツ磁で
表した．熱麟磁験綱渤轡’方を
瀞辮として，ターゲザトパターソ毒現が

シィに表蓄さ麟でかも繋漏覇難き紅る衷で砂

時欝（難齢と，董嬢を観察した霧麟（猛襲欝

とを盤鰯単縫で灘憲した・

灘．綾　　　肇

婁．麟鑓鐙発鱗謙

（茎1練欝離

縁翫謙をげ砺飛しそ解罐哲
勤クご紛羅幻ガマンたした・麟騰

膿磯ブ恥紛講南ボマソ箆承罐
切驚る．灘雛蛾懲醗鰍蓉雑》
×舞鱈ブ窪サク（鱒プ欝ヅグ〉鎧窓要灘黛敏発籍

（第黛要羅が欝慈あ嚇壱奪った・そ鱗姦濫二

つの歪雛祭練鉾二欝嬢・縫3」鉾姦ノ紘登算

、灘ゴ砺グ落二韓瓢巌鱗茎窪繊手
輩、㈱1と交互鐸爆（欝魂蕊篤継螺？総紘

舞鶴．き縫》辮宿意であウた。

　菱互鐸羅麟糞意であったので・麟筆のような筆

緯灘擁つ鳶．麟ブ麟ごよに難嚇
贈講べたとあ．雛赫鄭ブ欝擁鰐

て難騰騨嬬で齢穂購解勤グ
購磁雛で融か義挙縫撚期購
猷伽．嫁側て錘轍（難蟹齢
鍵継霧つたと誘3ブ灘ヅクに擁むて
・量難¢奮磁繋♂条善ゑ鰹蝋染蘇雛勧奨ら離島
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また第茎ブ霞ヅクにお墾て轍㌔毒蛾驚ヂ条件と

㌔越εcず楽舞：，騒εc艶麗e（ヂ条稀との翼，また

㌦醗鏡鐙ず条件と㌔ε艶。ビ条件との幾紀差が冤

ら義た。

　欧紅，条件ごと1こブ霞ックの鶴鍛を分擁したと

ころ，すべての条鮮紅お》て単織主懸果拳有意で

磨った．それぞ毅紅つ墾て多重髭鞍を宥った海容

を要縛すると，いずれの条簿でも叢：鯵の数ブ婆ッ

クにかけてバフ露一マンスの海上夢見ら褻，そむ

以鋒纏パフ藩一マγスの溝上麟見られ蠢くなると

いう繕栗であった。

（2》テスト期

　莚後テス｝，藻持テスト，転移テストそ擬ぞ麟

における緯試行穆率均纏をテストパフ窒一マソス

とした峰鴎3縁嚢後テストと藻蜷テスト1こ襲露ナる

S条件のパフ粛一マンスを激したもむである。こ

れら紅鱒して練響条響（S条絆〉×テスト時鱗《2

鱒の2要馨分数分新（第2要鑓麟薄慈あ穆）を

舞ったゆその慈桑，テスト時幾む主3雛祭（欝礁

詑．§誌，藪蹴董／嚥，夢瓢．§鰯と交互鐸簿（ぎ

罰唾．5磁，誕瓢豊懸§，欝＝懇鑓〉麟有意で訪った．

麟講

㈱エ
ラ
ー

一癖心髄竈毒鍵欝1制

一叢一輔舘錘雛就

†囲む虚難捻鍛尉

十匿誕導鷲総樋舗

勢隠睡欝豊麗翻翻

条韓と㌔磯ど条欝．㌔磯鏡鍛t押条件との織こ

有意差藻髭ら駿た。

　次紅，各条件ごとにテス←時艱の空薙集を講べ

たところ，㌔醸t艶ビ条幹と虻極敬礁辮ご条幹で

テスト時艱1こよる懸果潜見らむ，それ以磐の3藁

紳では有意な差慧晃られな摩った。

㈱
纐
麟
聯
㈱
職
蝋

　
　
エ
ラ
ー

㌔毎髄描野　　　洲舘垂盤騨 ㌦爵瀞聰跳蝉　睡eぜ臨蹄磁岬置i轟哲韓輩事裡副

鰭
鍵毒　転馨テλ糞こ為諺蒼§条糞鐙践フ季一マンス鈴菱鞍

鱒緯

　　　　　　嚢綾ゲス静　　　　　繰轟テス｝

　　　　　　　　　　　テス野

鶴　藻継ンタ一鶴に馨彊フ輩一マン鱒変鷺

　　2辮

　受互鐸灘嚇有意であった穆で，麟下のよう癒下

縫験建を得った心裏ず，薩後テス塾と録誇ゲスト

そ餐ぞ馳紅濤簸て条件の難果を調べたところ・漢

詩テス興こ灘鮎・てのゑ条韓だ〉主難果夢有意であっ

た俘越．講，戯場櫛，肝灘銑そこで
5条騨縫の多重誌較髪舞ったところ，㌦膿鋤董労

　懸垂韓転移テストにおける5条件のパフ露一マ

ソスを示したものである。こ舞らに鰐して夏要灘

分数分癬（暴承準〉を得った結繋．頻講は見ら灘

た毒箋（欝＝23盤．蕊瓢魂ノ萄，夢判鑓蓬〉．§駕

レベル砂有意承叢こ轄達しなかった噂

量．“＄齢綴げ条霧にお綬釜難舞講パターン

　㌔擁藷艦野条欝：の鍍験者潜どのような区嚢灘禦

方酪を採駕したかを調べるたあに，馨韓試行を縫

試蕎ずつに裏とめその串での籔嚢稗罵藪数を韓

人の緩験者そ軸ぞ聡について算塗した。欝騨ま，

各鷺試行ごとの餐嚢騨購鍵数の鯵人の媛験者㊧

滲
　
　
　
　
　
毒

碁
　
　
　
　
　
　
　
蒼

き
　
　
　
　
　
　
衰

　
　
駁
震
蒋
羅
懇
歎

舞．嚢

輩

麟轟　繰馨簸こ麟驚

　2　　　暮　　　羅
綾習ブ謄ック

払麟鶴ゼ馨纏難舞灘鐘数鐙鱒

（鱒毅霧蓋婁ブ難解クとし．餐ブ寝撃ケに誌静巻醸嚢
鰻醗数の宰均穣巻プ凝ッ塾した壱鋤
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平均を示したもので磨る愈こ穀ら観鰐して薄霧の

おるi要獲舞数分糖（垂憲準〉を行ったところ，

有意で慧なかった（恥畷謹灘，凝凱鋸形，身空

．欝蓉）岱このこと轄，㌔ε艶むビ群の簾験春韓，

㌔君欝犠盤暫条舞：のスケジュー痴に違い蒋矯方簸

を採矯する鰻海解あることを意擁して疑る．

＄．糞婁鞍魯

　ヂすべて㊧試舞で翼嚢を麗偏した方毒麹騰・と思

うか蚕齢糞という蟹幾紅鱒する答えを，ゼ全籠繕

要3とゼ全部疑る必要韓な鮎・3とに2分類し，そ

壁〉集蓋｝織築を条韓：ごとに裏とめたのが嚢至である。

なお，この集譲ごおいては，㌔倉雛麟欝欝の鞍験

巻として蕪遠し麟賦すべて嚇課を示した。綾

験奏数撃少ないので，これら吟鯖果1こ薄する嚢数

の綾建は行わなかった撃，この衰齢ら纏，条韓・紅

かかわらず多くの媛験嚢潜できれば全試行紅おい

て董ζ嚢を瀦羅したがったと懇っていること漢わ

かる時

　ダもし全体碓等分でしか麗嚢を瀦駕すること鰹

できな》としたら，㌔む簑鍵講ず条件，郵畿α雛鐙ボ

薮重　全試賓で鈴懸翼難講離婁葛獲讐嬢）婁諺繕集

条　　盤 金離 苓恋要一 鶉

㌔縫騰墨盤

@孤　　　　　　　　　　舞

@鐙饒α
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瀦驩T綴鍵

g盛維鰹磁鱒
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纏
欝
軍
暮
§

尋
騒
騒
窪
豊

言1．嬢

ｦ．欝

ﾑ、縫

u．韓

吹D鱒

全　　緯 凝 鍛 捲．雛

蓑衰　薯つの巽麟轄講露難のど醜誉選穣ず巻かと墾う

　　　騰転擁こ鰻重釜灘讐

　　　（藻欝瀟鍾。倉縮艶酸騨減少懲懲鐙灘醗グ

　　　讐辮瓢湖醗群書欝鍵盤）

染　　韓 魑欝搬鰭 減少盤縄 攣鮪羅
蝿。戯蛾継

@韓綴融縫讐

X　　　　　　　　　　　鰹

@ε磁器雛雛

寀Yぞ鄭鍵拝

枕z難麟坤

豊
馨
野
蒙
塵

叢
毒
雲
量
窒

窟
難
睦
悪
難

全　　棒 盤 欝 露

条稗，¢惣α舩鐙ボ条樽のも・ずれを選澱するか藩

という質懸垂こ鱈する箸えを，条盤ごと紅集欝した

繕集夢裏驚である。綾験老数藩少なく，統欝欝綾

定は蕎わなかった；夢，全体として‘‘雛盤雛糞ビ条

艀のスケジ江一ルを選撰する頬髭鱒覧ら毅た。た

だ，幽慶盤磁鍵ダ群や麗溢礎盤難羅捗欝で暑寒，衰分

渉経験したスケジ講一ル壷選撰する餐趨癬あった。

　惚惚㏄ビ条鱒¢膿験藩には，難を蕎醸する鋳

としな墾鰭の糧擬蓑攣鑓つ恥て質饗した．韓人と

秘・う少人数棄こもかかわらず，こむ質欝こ薄ずる答

え縁多難であ舞で澱む，拳1懸『基準暴こ共懸盤隷箆ら

れ意かった。以下すべての叢験者め懇答を要繕言

るむ

　倉適当紅やった（i人）．2〉定簸醜貌見た

（慧人｝．3）繕祭漆壕からないとき見之〔7人〉。

この7人の塗に垂ま，霧らか紅だめとわっかったと

ぎ盤箆ない麟，嚢欝オ鴨るときは確証砂慧蕪で見

たと疑う人（窯人）と，逆紅農欝解毒る麟塞見藏

いで，だめだと分かったと妻総見たと疑う人（3

人）と溝含窯敢ていたむ

毒．蕪響難紅お綾巻欝欝鬱金凝轟簾

　麟§は菖群の欝ブ纂ヅク纏〉欝震響を毒したも砂

で磨る。こ穀ら紅鱒して縫習条酵藩条簿〉x練

習ブ葺ック（雛ブ臓ヅク）ゆ露要羅欝歎分欝（第

2要雛麟簿癒轟む〉を舞ったゆその繕桑．ブ縫ツ

クの主効果と〔ぎ瓢鑓．警磐，謎瓢謄熔55，愛翫

．酵総〉と交互舞麟（欝竺i．7欝，義倉7§ノ藝瓢　β

皿．縫§〉麟有意で譏った噂

　交互鐸爾瀞糞意で磨ったので，以下¢〉ような下

緯験定を行った。裏ず，ブ灘ックごと韓条件の鶴

果を講べたところ．雛ブ資ツクに熱・て条件の

雛祭解毒慧であ鯵，それ以鋒のブ灘サクにお鮎、て

は有意で纏な撃った．第董ブ欝ヅクについて多重

員二鞍を舞ったところ，郵蓋難£虻鰹盆壽劔ヂ条艀蕃

榔麟就奮輻条件と㍑鐙欝雛ゼ条磐よ警毒意善こ短い

と鮎・う麟畢で姦穆，そ舞以鱒の条欝灘こ差は見ら

れなかった礁

　次に，条縛ごとにブ滋ック吟麹桑を労凝したと

ころ，すべての条鱗こおいて単纏空麺羅麟憲意で

議うた。それぞれにつ墾て多鬘髭較を行っ走とこ
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麓

麓

麟

←㌦雛騰1雑

｝華押鶴綴糊

ﾙ楓艶麒麟韓

㎝幸膿胸勲
ｨ←一興墨糞礁鰹麟鱒

｝

睾 騒 萎 マ　　　　窪　　　　讐

　　練欝試霧

膿 褥 欝 欝

麟§　纏響1こ葎う飛下の変姥

ろ，いずれの条緯でも叢擁の数ブ欝蓼ク紅かけて

野鷺㌘の舞纏藩昆られ．そ穀以降は変化潜見られ

なくなるという結集であった、韓紅㌔窃蹴欝妻帥

条件では，蟻擁のブ葺ックで簸縷熱量ら熱るだけ

で，そ舞舞鋒は欝設丁は垂豪癒一定で磨った⑰

讐、練習簸こお纏る1く羅の分蟹鎧集

　麟警ま，5群の離ブPックの鼠灘1の変龍を毒

したも融である窃これらに麟して練習条轡・（§条

篠〉×練饗ブ厳ック（驚ブ露サク〉の2要鍍黛数

発犠（第2要鋒嚇麟慈あ勢を舞った、その蕊纂

二つの主難梁（条件：欝螺§。壌器，醜業好弧　欝

訟．騰紅ブ饗ッタニ酔纏碁§．暮紛，麗羅轡霧灘

欝瓢．暮紛と変至難醗伊蝿灘舷戯翼御講・

夢雌，毒辮〉嚇糞意で磨った。

　交互霧簿瀞有意であったので，以下のよう藪予

臨機建を行った。講ず，ブ篇ックごとに条善㊧鶴

睦

轟

轟

瞳餐

（勃　　騒

変

裏

嚢

←齢。懸醗絡垂轄

噸蛙藤織滋

噸轄覇欝欝電繍薯封

牛罐㏄鷲麟斜

一鮨蹄鰍鰻掴

葺 き 暴 了　　　　§　　　　鴛

麟
纏 旛 欝 欝

麟ぞ　綾轡に纏う娑羅の変龍
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髄翻赴誇，織筋鞠ブ晦擢鰯
て条幹の勤叢が糞意であ甑そ離離鋒のブ鶴ツク

1こ紳て賄意で融勧た。単縫禰果蜆ら

継ブ的彊側て纏購を観たとこへ
繍師ブ駒残緯駕徳糞麟舗条齢
簸娠く・睡鄭ポ鰭畷も短くま紛
細条鱒こ紛輔畢こ験するという結集嫡
つた．そ雛購細知ツクにか毒ナては畜‘垂範凹

む罫書議難登盛・鰭嚇腱離離よ輪醸麟～

長いという績集であった・

灘，難ご雄ブ恥鰐蘇紛根競
ころ，すべて磯鯨欝禅鰹蘇鮪意で
あった．そ毅撫こつい移銚鍵飾た艨E
醒豊ε豊猟：ず条鉾，麗。懸鷺s捻就押染欝㌔偲盤α磁醗《蚤

辮嚇難駕締鵬赫げ恥クに鱒
て繍饒繍，そ熱購離一憲なるという

縫の灘親ら獣．一が醸♂条潮
齢購獅野晒グ権癖航る蝋蹴
・蓋簸¢誉ε窪＄鷺ボ難磁獅ブ勤嫌磯騨続

くといつ，蜜魏雑と醸泌髄饒敏

　た命

めて共選して疑た、嶽を考えると当然の総菜とも醤

える．ただ淺難し襲歩ればならな墾・の臨㌔盤一

就搬ヂ条韓で韓猛衰鍵盤のスケジ嵩一ルぶ練習

パフボマンス騰鰯撫講らか鋤灘顧
秘、るむ翻して，戯s慮t聾難で毒謀縫編

縄帆な》麓繰鶴舞鰍め熟・ると鱒
煮である．こ嚥・蕃こ鵬わ滅酵磯紅学

舗渠倣諏塾・醜練雄武・こ暖と
韓，黙磯菜粧欝腰観して灘輪舞

欝スケ洗一級醜鱒籔⑳鵬っ℃
スケジュ磯灘醗醗轍轡静蚕か抄
うこ騰籟醜縫燃細と紡こ睦慰

　ているむ

　　職磯黙，麺齢紘蠣離果と蜜つ

たく黙る赫驚る一触独蘇嚥峯瞭
癒邸，ひ蕨翻磁懸の力一欝ノ》
齢こ僻す秘醸経つ鰍という蕪誇る

と考え嚇．墨継総磯究駕麟
の糊鰍一ドバッ耀を糊する難をそ

邸磯難と鱗灘蘇讐秘’《
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緬櫨（董螂〉の考えを賭する繕業である．

よう鵜テ踏パフ露一マンスの分新で季鋳

ンス鰭の妥墾を示してい赫，練轡パフ

　マンスで峯ま・凌のような不適慈説（礒蟻重量轟

i重嶽」鱒郵に構った麗象も見られている．

峯雛菱こは条樽による蕪習パフ藩一マンスの大

熱、は見ら毅なかった毒監，第豊ブP撃クにお

譲“醜艶齢εず条鶴と共紅㌔む鑑蹄劉条件

ア津一マンスも縫の条件よ謬有意垂こ劣ってい

・’ ﾓ集であった．このこ騰，学鞠蕪こ

て・少なすぎるK衰も鷺題である嚇，遊に

置嚢；夢鍵盤されること垂こもき欝題辞あること

慶して駆る毒すなわち，不適慈議拳懇駕して

ように頻繁紅至餓趨楚洪されること蓼こよ撃

こ講無しようとして混寵して駆ること麟考え

るのである・ただ，第璽ブ資ヴクのこ参よう

餐ぶ像捲テス昏パフ津一マンスに影響したか

”て鵜今羅の輿験か嚇まこ擬以上考察する

まできな秘・。

く嚢鵜講書雛につ㍗て

とのよう善㍍少なくとも今羅溺墾た還鐵課題

含櫨・簿i霧藍嚢を孝彗鰐するよ警頻度壷・華分

らすほう毒駕あるも壕ま弩疑むyε認程愛野条樽；よ

〕o欝盤魏聾条糞や糠喜£盤鍵鍼労条樽の方麟

を鍵進ずること嚇蕪窮された窃で韓，綾襲嚢

夢違蜜した籔嚢舞矯方略はこれらの事実挺

していたのだろうか。

聾の実験唱ま，すべての講流儀・て選撫茎

鮫証人¢艦験灘勢ち残獣裏で潜，すべ

裁無毒こおいて亜く嚢を薄霧して簸た．窯た．

こ参熱したすべての敏験義の内雀i鞭告によっ

このこと漆星縫かあら観た．この繕果は，

艶磁滋．（緯薦〉瑛難吝して》る講蓉とは異

善果で諮るむ後ら砂実験で鱒1，フィー君バサ

叢の灘罵を援験審に灘簸さ量た：購合縁，全試

7駕しか麟僻しな》とi譲告している、

ひ差をもたらした療緩4〉一つとしで，纏轡諜

盤質の違継妻挙げること麟できる昏舞鷲豊艶

の嚢究で矯墾た課題難，アンダーハンドに

灘一ル参歪磯投げという難激離（戯＄鍵鍵豊〉

　難み灘馨（雛薮観董。〉課題であるのに薄し，輩実

　験での課題濾連続麹パターン欝生課題で姦る．

　」灘驚嚢ε破農ゑの夢野究で華ま，フィーヂバツク欝幸襲と

　して擾穣嚢舞紅絶する運勧学麟なア群バイス：を与

　えても、るむしかし，麟一ルの蓬確投げと疑う課題

　で垂よ授げ方そのもの麟欝麗なので櫨なく，そ融

　鐡ず方によってもたらされた選一ルの薄下続鍛穆

　獲確盤薯溝上さ量ること潜習得繋繧な吟で凌｝る農

　こ磯餓設げ方に饗する運欝学艶簿趨ま，縫

　接釣きこ臆意鎌藩あるかも知れな疑麟，殿とんどむ

　試行で緩験巻紅とって冗長な構穀でしがなかった
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　　　撫雌蕊識蟹，麗，3醤一3軽し

騨癒，（垂．，Sc籔嶽，盆．姦．，麗簸総総，鷲．（贈3〉

　　　嚢酸㌶ε藍ε磁無欲艶雛ε難破綴絵馬総

　　　欝鰭謹驚護騰蹴脚夢襯至餓麺聡醸豊麗

　　　鐸灘ε雅量藤織iε凝鍵董篭麺灘短激暑

　　　欝擁磯雛建鐸撫幽欝濃緑藏璽，簸欝欝，

　　　農鍵窃鯵漁獲，畿至難一夏蓋灘

w磁，§．，s嫌，」鼠麗難奪，瓢（i鰯〉欝贈

　　　⑰董護嚢議簸轟翼嚢ずごε《茎慧奪難£￥e多数鷺童＄壱盤難癖数躍

　　　搬癒縫暮．ぎ磁搬盤⑭鐙騰鍛麓槻脱離tS撫一

　　　醗壽，誠夏一捻

濫　承欝喪絃，平成禦年度韓学観鐙費〔基盤蘇究

　　　C　l鐙総総欝）の一藻を灘秘・て得ったも分で

　　　路る。
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運動学習におけるKR利積方酪に臠する麟究

工藤孝幾（擁島大学教畜学離）

一i・麟璽一糊搬轡轡臨舞糟擁斉，．．＿
’i董．欝麟

　　醸を与える舞縷：や詳しさの程度、辱えるタイミングなど

メニ絶する最適の醗懲ま、蔵嚢慧試蕎灘後にできるだ1ず多く．

iよ雛鑑確1こ気えるべきであるという転統豹考え秀を覆すよ

1うな結無を嬢残している。ところで、膿に灘するこれもの
モ

摩究で紘、実験考鰍轍を鍵盤する条韓：誉あらかじめ謹建

1することによって飯読の縷譲iを試みるというスタイル・を擦っ
1
　てお惨、難の幾禦を考える皇で練欝巻灘の鐸合と験うも跨

β

1舞あ裏導者癒されてい撫い．携えぱ、撒の頻度に繋する麟

1究では．綾欝憲『み㌶嚢を懸要としているか蒼毒饗こ鍵わらず、
｝

1難轟蝕めスケジュール解あらかじめ演裏っている．
i　その点、蝦跨雛轟撫舞施の影響に麗す器硬懲ま鰐磐的で
モ

iある．これ豪で鈴羅発紅よって、難を鍵盤する醸の逸畿の

1暴挙がよ触広い方瑛学蟹を鍵進ずることが承されてきて》

1る《勧欝羅疑t譲，瞬鰍厩賦盆，至§鱒；嚢繊舗t
l撮，響騰l　s魏搬窃磁，1警鰍．これらぎ灘究爵嚇達し慧瞬
ぎ

1度に鍵する磯究と簸庫鯵に異なるの書ま、練蟹巻灘の要懸、
お

／す麟）ちパ簿一マンス醸し悪難｛緩麟紛縫に瞭、
辞義て転’るという烹である識し・果たし鍛憲さ縦

膏》繊細圭畿澆が練習煮の難に籍する必要度と簿落しているの
さ

1　かについて緯下縫であ巻尊

1　厳選、こザ）燕裏こ纏わって興鞍深い醗箋1；鉾鞍密さ蕊て私・るゆ
ヒ

lJ簾毒至聖薙et誘。｛欝襲》隷ボールの約警て課題の学豫こおい

　て、あもかじめ醸鍵繊のスケジュール藻狭められている条

：聾跨縫1こ、霰験者4〉纒籔で難を舞鶏するという条鉾を粧え

　て鷺按分観をしている．その絃果、緩験巻の饗擬で難を舞

1羅穿る条韓の学蟹難果撰最も優れているという結集を得て
｛

1いる。ただこの醗甕で轍、敏験巻纏縫饗試諺全鯵の7鴨で
1しか琶嚢を舞講しておらず、融資寒貌警澄条締と艶鞍する華こ菩まあ
麟1こも難論書擁す泌．した毒竃って、薩翼の雛そ醜

’

縣蒙鍛欝欝倉欝擁ll饗すること
ぎ

i本講究の欝約紛妻つ1ま、学参春夢揉霧する醸の灘薦の段

法撰、鵬スケジュ一撮囃してこ蝶難こ鵬かに橡
1てき紅控臆しズいる趣鋤・誇る誌で鶴．
き

1　もう聖つの難縫線、学習義勇襲籔で醸を舞絶した場合の
｛
　学靉靆餓を．あらかむめ決められたスケジュールで難ぷ縫
多
　穣される鍵裏墾鈴拳蟹による幾肇と誌鼓することである．
｛

主鍵裏墾の学懇として本鞭究で絵、縫覆靉靆を選むて一定箆
｛

i率で縫儀さ蕊る条欝、徐々に議少して恥く条簿、逆紅徐々
旨

涯こ繕擁し一ぐいく条緯脅3つを護憲した砲こ轟らの3条鉾麟

1で．醸磯鍍偽書鷲葉轟こ設定靴．
…

登．秀浅

壌。穣験巻

　大学隻舞女5馨名．

驚．学習課題

　右手を直隷釣裁鹸覆に簸かす縛紛運歎パターン憂詑絶し

藝1塗iす巻という課題であった曲酸験巻喜こ嚢激する運麟パタ

ーンは、縦軸壱移動鐙難、繊軸を瞬要鋳難とすξグラフを

ディスプレイ1こ褒承博点ること華こよって雀是暈した（ターゲツ

　数パターン》．

　鍍験著紅舞、窟無でペンを録縛し、ヂィジ夢イザー上1こ

霧…威された縫鐘のミ舞に濃ってベンを麟後1こ麟かずこと毒こよ・

で夕山ゲッ郵パターン巻毒現することを要求した．灘ま、

右手纏移麟パターン（悪金パターン1を歩一ゲツトパター

ン．紅裏こ霊ヌ絵書き博｝ること聾こよって鍵派した番

3．手縫奢と糞験染欝
　塞衰鬢裁量学を灘簿試重字とした曙　ターゲがト縫承から鶴蓄乍懸

鈴叢での時馨欝欝｝、醸藤t難撒至、罎観察鱒縫1難讐、

騨霞就駿豆魏鍵鴨聾の聴騰の簸彗惣‡、すべて綾験春鷲鼻に

演：建させた窃練習終了後妻こゼ薩：後テスト3、2逢無毒縄襲喜こ

　軽蔑持テスト圭と　蓼転移テスト玉　《練讐繰懸櫛パターンを

，麺癒したもぎ））をそ轟ぞ義紛議舞ずつ実旛した．こ薩らの

テスき・試舞において、醸綜与え穣かつた．餐お練習続発だ・

‘て、テス整数ぞ繁こおいて翼鋤｛入季できな毎毎ことを勘らかむ

め緩えたウ上記鬱すべて紛実験手続き毒竃終了した鋳点で、

難の麟霧の鐘秀に幾する質欝1を締った．

　饗購は、篠懸の教示と練警毬数4》みを捲篤し、黙を見る

か昆な跡かの糊擬を全て鞍験者に任・達、そこで観察された

顯舞緯秀纏をいくつかに分簸して麹の実験条鐘の綾梁と艶

較する予建1であった。　しかし、予…馨峯こ袋し嶽とんどの零褻験

巻線蓑繧すべての試鍬こわたって糠髪舞賭するという腰肉

感｛毘ら蕊た．そこで、すべての試費で黙を奉購麹た鞍験巻

が韓人紅蓮する業でデータを綴雛、そ鷲髪以下1こ逮べる

　ξ瞬磯条韓＝圭の鞍験誉とし、睡の実験条簿み鰐難条韓・とす

ることにした．なお、韓人に達した時薫で、2鍵試糞の中

に懸垂霧箱むない試蒼が盗まれていた綾験灘ま擁入であっ

た。

　このことき鯵鮮、この鋳究勇第iの欝魏、すな：わち学饗

者藩候霧する醸の舞舞紛詮方解餐嚢スケジ蜘一ノ擁こ絶してこ

蕊まで瞬らか婁こさ牽tてきた終1容と4≧通してい怨毒睾という課

題へ御蓋つの誓えである．ただ、この蜜重総意、学習者幹

1鞍擬で撒壱舞離した塀含の学覆幾鍛壷、あらか鴛め決めら

1れた3つ緯難スケジュールによ導学習鶯畢と姥鮫す碁こと
｝

編織銃講論襲歩窄難騰
瞬綬撫駿鏑、瞬雛のスケ振＿ル嫌験灘舞
菰糊簸させる条終を設達することにもた。

i．灘都獣を斑薦つの罐辮にラが躍舗



、難て．合爵巻鉾を1騒威した註

　罫簿脇条篠ま　＝会誌砦裟お卦・て醸を疑示したむ

　ぎ選綻条鉾圭　：全露の華分勇試背においてしか醸ぎ得ら蕊

一ないことを短らせた上で．そ砕舞購スケジュールは鞍験者

㊧輝難に蜜かせた．

　晦索条勘：練蟹全縛を遜むて．2試蕎に麺紛麟合で
コンスタントに藍嚢を嚢メ罪した。　した」募りて．全試青磁等も発

一紅おいて醸を縫尽したこと紅な蕎毒

　職少条緯」二筋欝試鴛童舞の皐分において翼嚢を縫参した

点纏ζ経常条韓まと闘じである。ただし、2鈴試鴛を磯ブ

ηツクにう郵す、第主ブ雛ツクで隷5試讐に4罎、第2ブ鷲ツ

クでは3謙行に2繕、第3プ雛ツクで隷3試響にi毯、第

　毒ブ膿ックでは3試讐に璽穣の察鯵で獄を縫指した。

　ギ騰穣条紳圭：ゼ減少条終墨の逆のスケジ講一ルであった．

毒．綾霧変数

　パフ歯一マンス隷、ディスプレイ、とにおけ巻ターゲヅト

パターンと薄塗パターンのず馳の蘇覆1攣盤纏罫ット1で

表した．裏た、ターゲプトパターン解ディスプレイに表孝

　姦翻てから、移難解麟鎗される叢での鱒幾〔難聾と、穣

　憂観察した羅罐舞嬢魏》についても分鬱した噂

簸．織集と考察

響．緑礬パフ季一マンス

　練鐸韓試霧を董ブロックとし．その軍壕纏をブ欝ヅク4〉

簸蟹バフ穿一ツンスとした．羅i捻急騰紛麗プ賞ック鈴練

翼バフ方一マンスを示したものである。簸霧の数ブむック

で春意の鹸土淋琵られ、それ，雛鋒定常駿懇1こなってお諺、

課題欝難高度において鷲干靉靆が莞られたが．すべて紛条

紳で春意の学蟹がなされたことが確認さ蕊た。

窯．テストパフ孝一マンス

　錘2羅1盛：後テストと操持テストにお握る§条欝のバフ津

一マンスを激したものである。　f直接テスト3で拡姦欝欝

差韓昆ら麹ず、縁祷テストにお疑てr簿錘条盤圭と『選線

条鮮圭　ゼ経常灸箸まと礪羅こ差が見ら麟た．烹た、　「選嫌

染替墨と手纏常条群雀で灘縛インターバル1こ鐸うパフ愛一

マンス跨軽挙は晃られず、それ以躰の3条騨では糞意な縁

下が観察さ轟た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝・　・　一1
誤灘轡　　　　　．．　　，帰、一1｝㌃一翼．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド＿伽重織　1
　　茎2㈱　　　　　　　　　　　　　　撮　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l斎鍬l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i壷灘1
　　欝欝i　　　　　　　　　－　　L一←減少1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→←繕糠　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸　　懸総．

　転移テストにおも・ては、条緯鷺差について簸瀬裏昆ら誌

1たか．暮靄観ベノレの糞意承攣奮こ隷達しなかった書

壽．そ繧〉雛の鯖桑

　　ゼ選毅条韓彗の鞍験者撰ど鰺よう後難舞探拶y藷蒼を1梁購㌧

たかを講べたところ、権常吉臨を擦講堂る繧撫が見られた。

　すべて鈴試鴛で難を舞鱗した方蕪・》と患うか否かとい

う質鷺に難しては、多数の鍍験巻が「できれば全無難たかつ

潮と誓えた。

欝．蒙とめ
　鞍験者覇〉意思に銑せ良霧鎭こ綾験煮毒腺濁する羅孝纒秀

舞茸1こつセ・ては，鞍難銭費讐t農茎．（室鯵韓青郷害している海容

とは全く異壕る織粟であった．被ら捲、金試警め7％もか

騨蕎重しないと灘｛彗しているが、今灘の簾験で1ま、すべての

試舞で麟奪羅の肇簸奮す巻二とができ熱蘇の被験餐跨う

ち、瞬大裏でが畿とんどめ試嶺こおいて醸を霧霧していた。

裏た、金縷験者から得ら盛㌧た護憲灘皆の繕果1こようてもこ

跨綴爽爵蜜確かめられた．

　テスト試費で離．　蓄欝饒条簿3や瞬登繊条締圭が舞舞イ

ンターバルで太き餐念舞撰生むたのに鷺べて、　ゼ選毅条鉾」
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